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第10章 環境影響の総合的な評価 

昭和 48 年に稼働した我孫子市クリーンセンターは市内唯一のごみ処理施設であり、焼却施設、

粗大ごみ処理施設、資源価値向上施設、プラスチック中間処理施設からなる。 

焼却施設（ストーカ方式、処理能力 1号炉日量 90t、2 号炉日量 105t）は現在、年間約 29,000t

の可燃ごみ等（可燃ごみ、可燃残渣、脱水ケーキ）を処理しており、これまで炉の増設や機能回

復工事、ダイオキシン類対策工事を実施してきた。しかし、稼働から 40 年以上が経過し、老朽化

による故障リスク、維持管理費用が増大しており、本市の安定的なごみ処理の維持が難しい状況

にある。また、昭和 52 年稼働の破砕処理施設と昭和 57 年稼働の資源価値向上施設、平成 13 年稼

働のプラスチック中間処理施設も老朽化が進んでおり、いずれも新たな施設の整備が必要である。 

本環境影響評価では、本事業による事業特性及び地域特性を勘案し、「大気質」、「水質」、

「水文環境」、「騒音及び超低周波音」、「振動」、「悪臭」、「地盤」、「土壌」、「日照阻

害」、「植物」、「動物」、「陸水生物」、「生態系」、「景観」、「人と自然との触れ合いの

活動の場」、「廃棄物」、「残土」及び「温室効果ガス等」の 18 項目の環境要素を対象に計画段

階での環境保全措置を勘案して調査、予測及び評価を行った。各環境要素の調査、予測及び評価

の結果の概要は、表 10-1 に示すとおりである。 

また、「第 9 章 監視計画」に記載したとおり事後調査を実施し、本事業に係る工事の実施中

及び供用開始後の環境の状況を把握のうえ、環境への著しい影響が確認された場合またはそのお

それがある場合は、必要な措置を講ずることで環境影響を回避し、または低減するものとしてい

る。 

今後は、本環境影響評価の結果を十分に認識のうえ、環境保全措置を確実に実行し、周辺地域

の環境保全に配慮して事業を進める所存である。 

以上のことから、本事業は、事業者の実行可能な範囲において対象事業の実施に伴う環境影響

についてできる限り低減が図られたものであると評価する。 
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[南

南
西

側
] 

0
.
0
24
 

0
.
1
20
 

0
.
0
73
 

E
5
[南

東
側

] 
0
.
0
25
 

0
.
1
37
 

0
.
0
78
 

 ④
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
 

各
地

点
は
環
境
基
準
を
満
足
し
て
い
た
。
 

 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
現
地
調
査
結
果
（
四
季
調
査
）（

単
位
：
p
g
-
T
E
Q
/
m
3
）
 

調
査
地
点

[
方

向
]
 

実
測
濃
度
 

毒
性
等
量
 

E
1
(対

象
事

業
実

施
区

域
) 

3
.
3 

0
.
0
31
 

E
2
[北

北
東

側
] 

3
.
4 

0
.
0
37
 

E
3
[西

南
西

側
] 

3
.
1 

0
.
0
33
 

E
4
[南

南
西

側
] 

3
.
1 

0
.
0
33
 

E
5
[南

東
側

] 
3
.
7 

0
.
0
41
 

      （
次
項

に
つ
づ
く
）
 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

新 廃 棄 物 処 理 施 設 の 稼 働 

1
.
長
期
平
均
濃
度
 

新
廃

棄
物

処
理
施

設
の

稼
働

に
よ

る
大

気
質

の
予

測
結

果
は

、
以

下
に

示
す

と
お
り

で
あ

り
、

環
境

基
準

等
を

満
足

す
る

も
の

と
予

測

す
る
。
 

 

大
気
質
の
予
測
結
果
（
長
期
平

均
濃
度
）
 

項
目

 
年

平
均

値
 

日
平

均
値

の
 

年
間

9
8
％

値
 

ま
た

は
 

2
％

除
外

値
 

環
境
基
準

等
 

二
酸

化
硫

黄
 

（
p
pm

）
 

0
.
0
01

0
51
 

0
.
0
04
 

【
環
境
基

準
】
日
平
均

値

が
0
.
0
4
以

下
 

二
酸

化
窒

素
 

（
p
pm

）
 

0
.
0
12

1
92
 

0
.
0
31
 

【
千
葉
県

環
境
目
標

値
】

日
平

均
値

が
0.
0
4
以

下
 

【
環
境
基

準
】
日
平
均

値

が
0
.
04
～

0
.
0
6
の

ゾ
ー

ン
内
ま
た

は
そ
れ
以

下
 

浮
遊

粒
子

状
物

質
 

（
m
g/

m
3 ）

 
0
.
0
25

0
13
 

0
.
0
56
 

【
環
境
基

準
】
日
平
均

値

が
0
.
1
0
以

下
 

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
 

（
p
g-

T
EQ

/
m3
）

 
0
.
0
31

0
64
 

-
 

【
環
境
基

準
】
年
平
均

値

が
0
.
6
以

下
 

水
銀

 

(
μ

gH
g
/m

3
) 

0
.
0
02

0
38
 

-
 

【
指
針
値
】
年
平
均
値

が

0
.
0
4
以

下
 

 

2
.
短
期
高
濃
度
 

新
廃

棄
物

処
理
施

設
の

稼
働

に
よ

る
大

気
質

の
予

測
結

果
は

、
以

下
に

示
す

と
お
り

で
あ

り
、

環
境

基
準

等
を

満
足

す
る

も
の

と
予

測

す
る
。
 

 

大
気
質
の
予
測
結
果
（
短
期

高
濃
度
）
 

項
目

 
区

分
 

最
大

環
境

 

濃
度

 
環

境
基
準

等
 

二
酸

化
硫

黄
 

（
p
pm

）
 

接
地

逆
転

層

崩
壊

時
 

0
.
0
08

9 
【

環
境
基

準
】

1
時

間
値

が
0
.
1
以

下
 

二
酸

化
窒

素
 

（
p
pm

）
 

接
地

逆
転

層

崩
壊

時
 

0
.
0
38

0 
【

指
針
値

】
1
時
間

値
が

0
.
1～

0
.
2
以

下
 

浮
遊

粒
子

状
物

質
 

（
m
g/

m
3 ）

 

ダ
ウ

ン
ウ

ォ

ッ
シ

ュ
時

 
0
.
0
27

1 
【

環
境
基

準
】

1
時

間
値

が
0
.
2
0
以

下
 

塩
化

水
素

 

（
p
pm

）
 

接
地

逆
転

層

崩
壊

時
 

0
.
0
11

4 
【

目
標
環

境
濃
度
】

1
時

間
値
が

0
.
0
2
以
下
 

  

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
排

ガ
ス

の
処

理
に

つ
い

て
は

、
排

ガ
ス

処
理

設
備

を
設

置
し

、
自

主
基
準
値
を
満
足
さ
せ
る
対
策
を
講
じ
る
。
 

 【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
煙

突
排

出
ガ

ス
中

の
酸

素
濃

度
、

一
酸

化
炭

素
濃

度
、

塩
化

水
素

濃
度

、
硫

黄
酸

化
物

濃
度

、
窒

素
酸

化
物

濃
度

、
ば

い
じ

ん
濃

度

等
の
監
視
を
行
う
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
の
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ

る
こ

と
、

予
測

値
の

寄
与

率
が

低
い

（
二

酸
化

硫
黄

:
4
.
8
8
%
、

二
酸

化
窒

素
:
1
.
5
8
%
、

浮
遊

粒
子

状
物

質
:
0
.
0
5
%
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
:
0
.
2
1
%
、

水

銀
:
1
.
8
9
%
）
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範

囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る
環

境
影
響
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評

価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

(
1
)
長
期
平
均
濃
度
 

新
廃

棄
物

処
理

施
設

の
稼

働
に

よ
る

大
気

質
の

長
期

平
均

濃
度

の
最

大
着

地
濃
度
予
測
結
果
は
、
二
酸
化
硫
黄
の
日
平
均
値
の

2
%
除
外
値
が

0
.
0
0
4
p
p
m
、

二
酸
化
窒
素
の
日
平
均
値
の
年
間

9
8
%
値
が

0
.
0
3
1
p
p
m
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の

日
平
均
値
の

2
%
除
外
値
が

0
.
0
5
6
m
g
/
m
3
、
水
銀
の

年
平
均
値
が

0
.
0
0
2
0
3
8
μ

g
H
g
/
m
3
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン

類
の
年

平
均
値

が
0
.
0
3
1
0
6
4
p
g
-
T
E
Q
/
m
3
で
あ
り
、

各
項
目
に
つ
い
て
基
準
等
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

(
2
)
短
期
高
濃
度
 

新
廃

棄
物

処
理

施
設

の
稼

働
に

よ
る

大
気

質
の

短
期

高
濃

度
の

予
測

結
果

は
、
二
酸
化
硫
黄
、
二
酸
化
窒
素
及
び
塩
化
水
素
は
接
地
逆
転
層
崩
壊
時
、
浮

遊
粒
子
状
物
質
は
ダ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
時
の
予
測
結
果
が
最
大
と
な
っ
た
。
最

大
値
は
、
二
酸
化
硫
黄
が

0
.
0
0
8
9
p
p
m
、
二
酸
化
窒
素
が

0
.
0
3
8
0
p
p
m
、
浮
遊

粒
子
状
物
質
が

0.
0
2
7
1
㎎
/
m
3
、
塩
化
水
素
が

0
.
0
1
1
4
p
p
m
で
あ
り
、
各
項
目

に
つ
い
て
基
準
等
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 



 
1
0-
6 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
7 

 

表
 
1
0
-
1
(
3
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
3
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

大 気 質 

3
.
環
境
大

気
質
（
つ
づ
き
）
 

(
2
)
現
地
調

査
結
果
（
つ
づ
き
）
 

⑤
塩
化
水
素
 

各
地
点
は
目
標
環
境
濃
度
を
満
足
し
て
い
た
。
 

 塩
化
水
素
現
地
調
査
結
果
（
四
季
調
査
）
（
単
位
：
p
p
m
）
 

調
査
地
点

[
方

向
]
 

期
間

 

平
均
値
 

日
平
均

値

の
最
高

値
 

日
平

均
値

の
最

小
値

 

E
1
(対

象
事

業
実

施
区

域
) 

0
.
0
00
3 

0
.
0
01
1 

<
0
.
00
0
1 

E
2
[北

北
東

側
] 

0
.
0
00
3 

0
.
0
01

0 
<
0
.
00

0
1 

E
3
[西

南
西

側
] 

0
.
0
00
4 

0
.
0
01

1 
<
0
.
00

0
1 

E
4
[南

南
西

側
] 

0
.
0
00
3 

0
.
0
00

9 
<
0
.
00

0
1 

E
5
[南

東
側

] 
0
.
0
00

4 
0
.
0
01

6 
<
0
.
00

0
1 

注
）
「
<
」
は
定
量
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 

 ⑥
水
銀

 

各
地

点
は
指
針
値
を
満
足
し
て
い
た
。
 

 水
銀
現
地
調
査
結
果
（
四
季
調
査
）
（
単
位
：
μ
g
H
g
/
m
3
）
 

調
査
地
点

[
方

向
]
 

期
間

 

平
均
値
 

日
平
均

値

の
最
高

値
 

日
平

均
値

の
最

小
値

 

E
1
(対

象
事

業
実

施
区

域
) 

0
.
0
02
 

0
.
0
07
 

<
0
.
00
1 

E
2
[北

北
東

側
] 

0
.
0
02
 

0
.
0
07
 

<
0
.
00

1 

E
3
[西

南
西

側
] 

0
.
0
02
 

0
.
0
04
 

<
0
.
00

1 

E
4
[南

南
西

側
] 

0
.
0
01
 

0
.
0
02
 

<
0
.
00

1 

E
5
[南

東
側

] 
0
.
0
01
 

0
.
0
02
 

<
0
.
00

1 
注
）
「
<
」
は
定
量
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 

    

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

廃 棄 物 運 搬 車 両 の 走 行 

廃
棄

物
運

搬
車
両

に
よ

る
二

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
子

状
物

質
の

予
測

結
果

は
、
以

下
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
い

ず
れ

も
環

境
基

準

及
び
千
葉
県
環
境
目
標
値
を
満
足
す
る
。
 

 

二
酸
化
窒
素
濃
度
の
予
測
結
果
（
単
位
：
p
p
m
）
 

予
測

地
点

 
年

平
均

値
 

日
平

均
値

の
 

年
間

98
%値

 
環

境
基
準
 

千
葉
県
環

境

目
標
値
 

T
1 

南
側

 
0
.
0
12
8
25
4 

0
.
0
27
 

日
平
均
値

が
 

0
.
0
4～

0.
0
6 

の
ゾ

ー
ン

内
ま

た
は

そ
れ

以
下
 

日
平
均
値

の
 

年
間

98
%値

 

が
0.
0
4
以

下
 

T
2 

南
側

 
0
.
0
11
8
09
7 

0
.
0
25
 

T
3 

西
側

 
0
.
0
11

1
25

7 
0
.
0
24
 

東
側

 
0
.
0
11

1
05

6 
0
.
0
24
 

T
4 

西
側

 
0
.
0
11

1
65

7 
0
.
0
24
 

東
側

 
0
.
0
11

1
49

1 
0
.
0
24
 

 

浮
遊
粒
子
状
物
質
の
予
測
結
果
（
単
位
：
m
g
/
m
3
）
 

予
測

地
点

 
年

平
均

値
 

日
平

均
値

の
 

年
間

2
%
除

外
値

 
環

境
基
準
 

T
1 

南
側

 
0
.
0
25
1
41
9 

0
.
0
60
 

日
平

均
値

が
0.
1
0
以

下
 

T
2 

南
側

 
0
.
0
25
1
25
4 

0
.
0
60
 

T
3 

西
側

 
0
.
0
25

0
26

3 
0
.
0
60
 

東
側

 
0
.
0
25

0
22

8 
0
.
0
60
 

T
4 

西
側

 
0
.
0
25

0
31

9 
0
.
0
60
 

東
側

 
0
.
0
25

0
29

2 
0
.
0
60
 

  

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
廃

棄
物

運
搬

車
両

の
通

行
は

、
一

般
車

両
の

多
い

通
勤

時
間

帯
な

ど
を
避
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

・
廃

棄
物

運
搬

車
両

は
、

可
能

な
限

り
最

新
排

出
ガ

ス
規

制
適

合
車

を
使
用
す
る
。
 

・
不

要
な

ア
イ

ド
リ

ン
グ

や
空

ぶ
か

し
、

急
発

進
急

加
速

な
ど

の
高

負
荷
運
転
防
止
等
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
徹
底
す
る
。
 

・
廃
棄
物
運
搬
車
両
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

廃
棄
物
運
搬
車
両
の
走
行
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る

こ
と

、
寄

与
率

が
低

い
（

二
酸

化
窒

素
:
0
.
1
0
6%

～
0
.
2
4
3
%
、

浮
遊

粒
子

状
物

質
:
0
.
0
0
8
%
～
0
.
0
2
3
%
）
こ
と
か

ら
、
事
業
者

の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
対
象
事

業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

廃
棄
物
運
搬
車
両
の
走
行
に
よ
る
沿
道
大
気
質
の
予
測
結
果
は
、
二
酸
化
窒
素

の
最
大
値
で

0
.
0
2
7
p
p
m
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
最
大

値
で

0
.
0
6
0
m
g
/
m
3
で
あ
り
、

い
ず

れ
の

地
点

も
環

境
基

準
及

び
千

葉
県

環
境

目
標

値
を

満
足

す
る

も
の

と
評

価
す
る
。
 

 

 

水 質 

1
.
水
質
（

降
雨
時
）
 

降
雨
時

に
お
け
る

1
回
目
の
調

査
で
は
浮
遊
物
質
量
（
S
S
）
の
最

大
値
は

8
6
m
g
/
L
、
2
回
目
の
調
査
で
は

1
2
0
m
g
/
L
で
あ
っ
た
。
 

  

2
.
流
況
（

降
雨
時
）
 

降
雨

時
に

お
け

る
河

川
流

量
の

1
回

目
の

調
査

で
は

最
大

値
が

0
.
1
9
9
m
3
/
秒
、
2

回
目
の
調
査

で
は
最
大
値
は

0
.
3
4
0
m
3
/
秒
で
あ
っ

た
。
 

  

3
.
気
象
（
降
雨
時
）
 

降
雨
時
に
お
け
る

1
回
目
の
調

査
で
は

1
日
で

5
2
.
5
㎜
（
調
査
時

間
内
の
最
大
で

5
.
5
㎜
/
時
）
、
2
回
目
の
調
査
で
は

1
日
で

2
6
.
0
㎜

（
調
査
時

間
内
の
最
大
で

8
.
0
㎜
/
時
）
の
降
雨
が
あ
っ
た
。
 

  

4
.
土
粒
子

の
状
況
 

土
壌

沈
降

実
験
の

結
果

は
、

沈
降

直
後

の
浮

遊
物

質
量

（
S
S
）

が

1
7
0
0
m
g
/
L
で
あ
り
、
5
分
後
に
は

3
7
0
m
g
/
L
、
6
0
分
後
に
は

1
8
0
m
g
/
L
、

2
4
0
分
後
に

は
1
1
0
m
g
/
L
で
あ
っ
た
。
 

ま
た

、
粒

度
分
布

調
査

結
果

は
、

粒
径

の
小

さ
い

シ
ル

ト
・

粘
土

分
が
約

3
7
%
、
砂
分
以
上
が
約

6
3
%
を
占
め
て
い
た
。
 

    

工 事 の 実 施 

工 事 の 実 施 に よ る 水 質 

濁
水
発
生
量
は
、
1
5
.
0
m
m
/
時
の
降
雨
時
に
お
い
て
、
1
1
0
.
7
m
3
/
時

と
な
っ
た
。
こ
の
浮
遊
物
質
量
を
、
降
水
量

8
.
0
m
m
/
時
の
布
湖
排
水

路
の
浮
遊
物
質
量

1
2
0
m
g
/
L
ま

で
低
減
さ
せ
る
た
め

2
4
3
.
5
m
3
の
容

量
を

有
す

る
仮
設

沈
砂

池
を

設
置

す
る

。
十

分
な

容
量

の
仮

設
沈

砂

池
を

設
置

で
き
な

い
場

合
は

、
濁

水
処

理
プ

ラ
ン

ト
を

用
い

て
浮

遊

物
質

量
を

低
減
し

た
う

え
で

排
水

す
る

計
画

で
あ

る
。

以
上

の
こ

と

か
ら
、
工
事
中
の
濁
水
に
よ
る
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。
 

水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
p
H
）
は
、
排
水
先
と
な
る
布
湖
排
水
路
で

7
.
1

～
8
.
0

程
度

で
あ

り
、

ア
ル

カ
リ

排
水

の
影

響
を

回
避

す
る

た
め

、

必
要

に
応

じ
て
中

和
処

理
等

の
環

境
保

全
措

置
等

を
行

う
計

画
で

あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
は
小
さ
い
と
予
測
す
る
。
 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
中

に
お

け
る

雨
水

に
よ

る
濁

水
を

防
止

す
る

た
め

、
工

事
作

業
範

囲
の

雨
水

を
仮

設
沈

砂
池

に
集

水
し

、
濁

水
処

理
を

し
た

う

え
で
公
共
用
水
域
へ
放
流
す
る
。
 

・
仮

設
沈

砂
池

の
貯

水
容

量
を

決
定

す
る

際
に

は
、

排
水

が
、

並
雨

時
の

布
湖

排
水

路
の

浮
遊

物
質

量
程

度
の

水
質

と
な

る
よ

う
配

慮

し
、

規
模

等
が

不
足

す
る

場
合

に
は

、
濁

水
処

理
プ

ラ
ン

ト
を

設

置
す
る
。
 

・
仮

設
沈

砂
池

は
十

分
な

貯
水

容
量

を
確

保
す

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て
堆
砂
を
除
去
す
る
。
 

・
工

事
中

の
段

階
的

な
切

り
盛

り
工

事
の

実
施

等
の

工
事

計
画

の
検

討
に

よ
り

、
一

時
的

な
広

範
囲

の
裸

地
化

を
抑

制
し

、
工

事
区

域

外
か
ら
の
雨
水
の
流
入
を
抑
制
す
る
。
 

・
舗

装
工

事
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

に
伴

う
排

水
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応
じ
て

p
H
中
和
処
理
を
行
う
。
 

・
仮
設
沈
砂
池

か
ら
の
放
流
時
に
濁
度
及
び
水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
p
H
）

を
測
定
し
、
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
豪
雨
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
造
成
工
事
を
行
わ
な
い
。
 

・
豪

雨
が

見
込

ま
れ

る
場

合
は

、
シ

ー
ト

等
に

よ
り

裸
地

面
を

被
覆

す
る
こ
と
に
よ
り
、
濁
水
の
発
生
を
軽
減
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事
の
実
施
に
際
し
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

対
象

事
業

に
係

る
環

境
影

響
が

で
き

る
限

り
低

減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 



 
1
0-
8 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
9 

 

表
 
1
0
-
1
(
4
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
4
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

水 文 環 境 

1
.
地
形
、

地
質
及
び
地
下
水
位
の
状
況
 

(
1
)
 
地
形
、
地
質
の
状
況
 

対
象
事

業
実
施
区
域
は
、
我
孫
子
市
の
北
側
を
流
れ
る
利
根
川
沿

い
に
位
置

し
て
お
り
、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
が
建

設
さ
れ
る
位
置
を
含
む
地
質
想
定
断
面
図
を
み
る
と
、
上

層
は
粘
性
土
、
砂
質
シ
ル
ト
が
主
体
で
あ
る
盛
土
層
で
あ
り
、
断
面

全
体
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
下
層
は
沖
積
層
で
あ
り
、
粘
性
土
を

主
体
と
す
る

A
c
層
、
砂
質
土
を
主
体
と
す
る

A
s
層

、
腐
植
物
を
多

く
含
む
粘
性
土
で
あ
る

A
p
層
で
構
成
さ
れ
、
砂
泥
互
層
と
な
っ
て

い
る
。
沖
積
層
は
、
西
側
で
薄
く
、
東
側
で
厚

く
堆
積
し
て
い
る
。

そ
の
さ

ら
に
下

層
は
洪

積
層
で

あ
り
、

粘
性
土

を
主
体

と
す
る

D
c

層
、
砂
質
土
を
主
体
と
す
る

D
s
層
、
腐
植
物
を
多
く
含
む
粘
性
土

で
あ
る

D
p
層
で
構
成
さ
れ
、
砂
泥
互
層
と
な
っ
て
い
る
。
洪
積
層

は
、
西
側
で
厚
く
、
東
側
で
薄
く
堆
積
し
て
い

る
。
 

 

(
2
)
 
地
下
水
位
の
状
況
 

対
象

事
業

実
施

区
域

に
お

い
て

実
施

し
た

地
下

水
位

の
調

査
結

果
は
、
G
1
が

T
.
P
.
+
2
.
7
～
+
3
.
8
m
、
G
2
が

T
.
P
.
+
1
.
4
～
+
2
.
9
m
で

あ
り
、
ま

と
ま
っ
た
降
水
量
が
あ
る
と
上
昇
、
降
水
量
が
少
な
い
期

間
に
は

低
下
す

る
。
年

間
の
最

低
水
位

と
最
高

水
位
の

差
は
約

1
m

～
1
.
5
m
で
あ
る
。
な
お
、
地
下
水
は

G
1
か
ら

G2
の
方
向
に
流
動

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

  

2
.
地
下
水
の
利
用
状
況
 

対
象

事
業

実
施
区

域
で

は
、

現
施

設
に

お
い

て
地

下
水

を
利

用
し

て
い

る
。

ま
た
、

対
象

事
業

実
施

区
域

の
西

側
に

位
置

し
、

調
査

範

囲
に

一
部

が
重
複

す
る

東
葛

中
部

地
区

総
合

開
発

事
務

組
合

立
み

ど

り
園
に
お
い
て
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
。
 

 

工 事 の 実 施 

工 事 の 実 施 に よ る 水 文 環 境 

掘
削

工
事

に
よ
る

対
象

事
業

実
施

区
域

の
境

界
に

お
け

る
地

下
水

位
の

変
化

量
は

、
以

下
に

示
す

と
お

り
-
0
.
1
1
～

-
0
.
0
6
m

で
あ

り
、

年
間
の
地
下
水
位
変
化
量
で
あ
る
約

1
～
1
.
5
m
に
比
べ
て
極
め
て
小

さ
い
値
に
な
る
と
予
測
す
る
。
 

 

掘
削
工
事
に
よ
る
地
下
水
位

の
予
測
結
果
 

最
大
値
が
出
現
す
る
地
点
 

予
測
結
果
 

対
象
事
業
実
施
区
域
の
南
西
境
界
（
上
流

側
）
 

-
0
.
0
6
m
 

対
象
事
業
実
施
区
域
の
北
境
界
（
下
流

側
）
 

-
0
.
1
1
m
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
基

礎
工

事
に

あ
た

っ
て

は
、

適
切

に
山

留
壁

を
設

置
し

、
地

下
水

揚
水

量
を

低
減

さ
せ

、
周

囲
の

地
下

水
位

の
低

下
量

を
可

能
な

限

り
抑
制
す
る
。
 

・
掘

削
工

事
に

あ
た

っ
て

は
、

掘
削

範
囲

へ
の

地
下

水
の

流
入

に
よ

る
掘

削
範

囲
周

辺
の

地
下

水
位

の
低

下
を

防
止

す
る

た
め

に
、

掘

削
範
囲
に
対
し
て
止
水
壁
を
設
置
す
る
。
 

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
掘

削
工

事
の

実
施

に
伴

う
影

響
を

監
視

す
る

た
め

、
工

事
期

間
中

は
地
下
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事
の
実
施
に
際
し
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

対
象

事
業

に
係

る
環

境
影

響
が

で
き

る
限

り
低

減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

新 廃 棄 物 処 理 施 設 及 び リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 存 在 

地
下

構
造

物
の
存

在
に

よ
る

対
象

事
業

実
施

区
域

の
境

界
に

お
け

る
地

下
水

位
の

変
化

量
は

、
以

下
に

示
す

と
お

り
-
0
.
0
3
～

+
0
.
06
m

で
あ
り
、
年
間
の
地
下
水
位
変
化
量
で
あ
る
約

1
～
1
.
5
m
に
比
べ
て

極
め
て
小
さ
い
値
に
な
る
と
予
測
す
る
。
 

 

地
下
構
想
物
の
存
在
に
よ
る
地
下

水
位
の
予
測
結
果
 

最
大
値
が
出
現
す
る
地
点
 

予
測
結
果
 

対
象
事
業
実
施
区
域
の
南
西
境
界
（
上
流

側
）
 

+
0
.
0
6
m
 

対
象
事
業
実
施
区
域
の
北
境
界
（
下
流

側
）
 

-
0
.
0
3
m
 

       

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
地

下
構

造
物

の
存

在
に

よ
る

影
響

を
監

視
す

る
た

め
、

供
用

開
始

か
ら

1
年
間
、

地
下
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
 

   

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

地
下
構
造
物
の
存
在
に
よ
る
地
下
水
位
へ
の
影
響
は
極
め
て
小
さ
く
、
左
記
の

環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事

業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

騒 音 及 び 超 低 周 波 音 

1
.
環
境
騒

音
 

対
象

事
業

実
施
区

域
の

西
側

の
敷

地
境

界
時

で
実

施
し

た
現

地
調

査
結
果
は

、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
環
境
基
準
（
等

価
騒
音
レ
ベ
ル
昼
間

6
0
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間

5
0
デ
シ
ベ
ル
）
ま
た
は

規
制
基
準
（
時
間
率
騒
音
レ
ベ
ル

8
5
デ
シ
ベ
ル
）
を
満
足
し
て
い
た
。
 

 

環
境
騒
音

現
地
調
査
結
果
（
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
）（

単
位
：
デ
シ
ベ
ル
）
 

調
査
地
点
 

時
間
区
分
 

調
査

結
果

 

E
1 

(
対
象

事
業
実

施
区
域

)
 

昼
間
(
6
時

～
2
2
時
)
 

5
1 

夜
間

(
2
2
時

～
6
時

)
 

4
6 

 

環
境

騒
音

現
地

調
査
結

果
(時

間
率
騒
音

レ
ベ

ル
)(

単
位

:デ
シ

ベ
ル

)
 

調
査

地
点
 

時
間
区
分
 

調
査

結
果

 

L
A
5 

L
A
5
0 

L
A
9
5 

E
1 

(
対
象

事
業
実

施
区
域

)
 

7
時

～
1
9
時
 

5
5 

4
8 

4
0 

1
9
時

～
7
時

 
5
2 

4
2 

3
6 

          

（
次

項
に
つ
づ
く
）
 

工 事 の 実 施 

建 設 機 械 の 稼 働 

建
設

機
械

の
稼
働

に
よ

る
騒

音
は

、
西

側
敷

地
境

界
に

お
け

る
騒

音
レ
ベ
ル
の
最
大
値
が

7
8
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、
参
考
基
準
（
8
5
デ

シ
ベ
ル
以
下
）
を
満
足
す
る
も
の
と
予
測
す
る
。
 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
周

辺
地

域
へ

の
騒

音
伝

搬
を

防
止

す
る

た
め

に
、

作
業

範
囲

の
周

辺
に
仮
囲
い
（
高
さ

3
.
0
m
）
を
設
置
す
る
。
 

 

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
建
設
機
械
は
、
低
騒
音
型
の
建
設
機
械
を
使
用
す
る
。
 

・
発

生
騒

音
が

極
力

小
さ

く
な

る
施

工
方

法
や

手
順

を
十

分
に

検
討

す
る
。
 

・
建
設
機
械
の
集
中
稼
働
を
避
け
、
効
率
的
な
稼
働
に
努
め
る
。
 

・
建
設
機
械
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

・
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
空
ぶ
か
し
を
し
な
い
よ
う
徹
底
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
対

象
事

業
に

係
る

環
境

影
響

が
で

き
る

限
り

低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

建
設
機
械
の
稼
働
に
よ
る
騒
音
の
予
測
結
果
は
、
最
大
で

7
8
デ
シ
ベ
ル
で
あ

り
、
参
考
基
準
（
8
5
デ
シ
ベ
ル
以
下
）
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

工 事 用 車 両 の 走 行 

工
事

用
車

両
に
よ

る
道

路
交

通
騒

音
の

予
測

結
果

は
、

以
下

に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
環
境
基
準
（
参
考
値
）
を
満
足
す
る
。
 

 

工
事
用
車
両
に
よ
る
道
路
交
通
騒
音
予
測
結

果
(
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
)
 

（
単
位
：
デ
シ
ベ
ル

）
 

予
測

地
点

 
時

間
区

分
 

予
測

結
果

 
増

加
量
 

環
境
基
準
 

（
参
考
値

）
 

T
1 

昼
間

 
6
3 

0
.
8 

7
0
以

下
 

T
2 

昼
間

 
5
9 

0
.
1 

7
0
以

下
 

注
）
予
測
地
点
は
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
当
て
は
め
が

な
い
た

め
、
参

考
値

と
し
て

道

路
に
面
す
る
地
域
の
う
ち
「
幹
線
交
通
を
担
う
道
路
に

近
接
す
る

空
間
」
の
環

境
基

準
と
予
測
結
果
を
比
較
し
た
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
用

車
両

が
集

中
し

な
い

よ
う

に
工

程
等

の
管

理
や

配
車

の
計

画
を
行
う
。
 

 【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
用

車
両

の
通

行
は

、
一

般
車

両
の

多
い

通
勤

時
間

帯
な

ど
を

避
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

・
急

発
進

急
加

速
な

ど
の

高
負

荷
運

転
防

止
等

の
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
を

徹
底
す
る
。
 

・
工
事
用
車
両
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

・
工

事
関

係
者

の
通

勤
車

両
台

数
を

減
ら

す
た

め
に

、
通

勤
車

両
の

相
乗
り
に
努
め
る
。
 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事

用
車

両
の

走
行

に
あ

た
っ

て
は

、
左

記
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

こ

と
、
騒
音
の
増
加
量
が
小
さ
い
（
0
.
1
デ
シ
ベ
ル

～
0
.
8
デ
シ
ベ
ル
）
こ
と
か
ら
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
対

象
事

業
に

係
る

環
境

影
響

が
で

き
る

限
り

低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

工
事
用
車
両
に
よ
る
道
路
交
通
騒
音
の
予
測
結
果
は
、
5
9
デ
シ
ベ
ル
～
6
3
デ

シ
ベ
ル
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
地
点
も
騒
音
に
係
る
環

境
基
準
の
参
考
に
設
定
し
た

基
準
等
（
7
0
デ
シ
ベ
ル
以
下
）
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 



 
1
0-
1
0 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
1
1 

 

表
 
1
0
-
1
(
5
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
5
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

騒 音 及 び 超 低 周 波 音 

（
つ
づ

き
）
 

 

2
.
道
路
交

通
騒
音
 

工
事

用
車

両
・
廃

棄
物

運
搬

車
両

の
走

行
ル

ー
ト

で
あ

る
一

般
県

道
我
孫
子

利
根
線
：
利
根
水
郷
ラ
イ
ン
沿
道
等
の

4
地
点
で
実

施
し

た
現
地
調

査
結
果
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

T
1
～
T
3
は
環
境
基
準
を
満
足
し
て
い
た
が
、
T
4
は
環
境
基
準
（
5
5

デ
シ
ベ
ル

以
下
）
を
満
足
し
な
か
っ
た
。
 

 

道
路
交
通
騒
音
現
地
調
査
結
果
(等

価
騒
音
レ
ベ
ル
)(
単
位
：
デ
シ
ベ
ル
)
 

調
査
地
点
 

時
間
区
分
 

調
査

結
果

 

T
1 

昼
間

(
6
時

～
2
2
時

)
 

6
2 

T
2 

昼
間

(
6
時

～
2
2
時

)
 

5
9 

T
3 

昼
間

(
6
時

～
2
2
時

)
 

5
8 

T
4 

昼
間

(
6
時

～
2
2
時

)
 

6
2 

  

3
.
低
周
波
音
 

対
象

事
業

実
施
区

域
の

西
側

の
敷

地
境

界
時

で
実

施
し

た
現

地
調

査
結
果
、
1
～
8
0
H
z
の

5
0
%
時
間
率
音
圧
レ
ベ
ル
(
L
5
0
)
は

5
9
デ
シ
ベ

ル
～
7
0
デ

シ
ベ
ル
で
あ
り
、
参
考
基
準
値
（
9
0
デ
シ
ベ
ル
）
を
満
足

し
て
い
た
。
1
～
20
H
z
の

G
特

性
5
%
時
間
率
音
圧
レ
ベ
ル
(
L
G
5
)
は

6
9

デ
シ
ベ
ル
～
7
7
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、
参
考
基
準
値
（
1
0
0
デ
シ
ベ
ル

）

を
満
足
し
て
い
た
。
 

   

 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

新 廃 棄 物 処 理 施 設 及 び リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 稼 働 

新
廃

棄
物

処
理
施

設
及

び
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

の
稼

働
に

よ
る

騒
音

の
予

測
結
果

は
、

敷
地

境
界

に
お

け
る

最
大

値
が

対
象

事
業

実

施
区
域
の
南
側
に
お
い
て
昼
間
で

5
4
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
で

4
7
デ
シ

ベ
ル
で
あ
り
、
自
主
規
制
値
（
昼
間
：
6
0
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
：
5
0
デ

シ
ベ
ル
）
を
満
足
す
る
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
処

理
設

備
は

建
屋

内
へ

の
配

置
を

基
本

と
し

、
騒

音
の

低
減

に
努

め
る
。
 

・
新

規
廃

棄
物

処
理

施
設

、
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

出
入

り
口

に
シ

ャ
ッ

タ
ー

を
設

け
、

外
部

へ
の

騒
音

の
漏

洩
を

防
ぐ

た
め

可
能

な

限
り
閉
鎖
す
る
。
 

・
騒

音
の

特
に

大
き

な
機

器
に

つ
い

て
は

、
内

側
に

吸
音

処
理

を
施

し
た
独
立
部
屋
に
収
納
す
る
。
 

・
特
定
機
器
に
つ
い
て
は
、
低
騒
音
型
機
器
の
採
用
に
努
め
る
。
 

 【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
ご

み
発

生
量

に
見

合
っ

た
適

正
規

模
の

設
備

を
導

入
し

、
処

理
能

力
に
見
合
っ
た
適
正
運
転
を
行
い
、
過
負
荷
運
転
を
避
け
る
。
 

・
設
備
機
器
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、
左

記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対

象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

新
廃

棄
物

処
理

施
設

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
の

稼
働

に
よ

る
騒

音
の

予

測
結
果
の
最
大
値
は
、
対
象
事
業
実
施
区
域
の
南
側
に
お
い
て
昼
間

5
4
で
デ
シ

ベ
ル
、
夜
間
で

4
7
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、
自
主
規
制
値
（
昼
間
：
6
0
デ
シ
ベ
ル
、

夜
間
：
5
0
デ
シ
ベ
ル
）
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

新
廃

棄
物

処
理
施

設
及

び
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

の
稼

働
に

よ
る

低
周

波
音

の
予
測

結
果

は
、

1
/3

オ
ク

タ
ー

ブ
バ

ン
ド

中
心

周
波

数

で
5
9
デ
シ
ベ
ル

～
8
5
デ
シ
ベ
ル
、
G
特
性
で

8
8
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、

参
考
基
準
（
「
低
周
波
音
防
止
対
策
事
例
集
」
（
平
成

2
9
年
、
 
環

境

省
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
参
考
値
）
を
満
足
す
る
も
の
と
予
測
す
る
。
 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
設

備
機

器
類

に
つ

い
て

は
、

低
騒

音
・

低
振

動
型

機
器

の
採

用
に

努
め

る
と

と
も

に
、

設
備

の
整

備
、

点
検

を
徹

底
す

る
こ

と
に

よ

り
、

低
周

波
音

が
周

辺
地

域
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

配
慮

す

る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、
左

記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対

象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

新
廃

棄
物

処
理

施
設

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
の

稼
働

に
よ

る
低

周
波

音

の
予
測
結
果
は
、
1
/
3
オ
ク
タ
ー
ブ
バ
ン
ド
中
心
周

波
数
で

5
9
デ
シ
ベ
ル
～
8
5

デ
シ
ベ
ル
、
G
特
性
で

8
8
デ
シ
ベ

ル
で
あ
り
、
参
考
基
準
（
「
低
周
波
音
防
止
対

策
事
例
集
」
（
平
成

2
9
年
、
 
環
境
省
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
参
考
値
）
を
満
足

す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

廃 棄 物 運 搬 車 両 の 走 行 

廃
棄

物
運

搬
車
両

に
よ

る
道

路
交

通
騒

音
の

予
測

結
果

は
、

以
下

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
T
1
～
T
3
で
環
境
基
準
等
を
満
足
す
る
。
T
4

で
は

現
況

騒
音
レ

ベ
ル

が
既

に
環

境
基

準
（

参
考

値
）

を
満

足
し

て

い
な
い
た
め
、
環
境
基
準
を
満
足
し
な
か
っ
た
。
 

 

廃
棄
物
運
搬
車
両
に
よ
る
道
路
交
通

騒
音
予
測
結
果
 

(
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
)
（
単
位
：

デ
シ
ベ
ル
）
 

予
測

地
点

 
時

間
区

分
 

予
測

結
果

 
増

加
量
 

環
境
基
準
 

（
参
考
値

）
 

T
1 

昼
間

 
6
2 

0
.
3 

7
0
以

下
注
)  

T
2 

昼
間

 
5
9 

0
.
1 

7
0
以

下
注
)  

T
3 

昼
間

 
5
9 

0
.
6 

6
0
以

下
 

T
4 

昼
間

 
6
3 

0
.
5 

5
5
以

下
 

注
）
予
測
地
点
は
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
当
て
は
め
が

な
い
た

め
、
参

考
値

と
し
て

道

路
に
面
す
る
地
域
の
う
ち
「
幹
線
交
通
を
担
う
道
路
に

近
接
す
る

空
間
」
の
環

境
基

準
と
予
測
結
果
を
比
較
し
た
。
 

                  

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
廃

棄
物

運
搬

車
両

の
通

行
は

、
一

般
車

両
の

多
い

通
勤

時
間

帯
な

ど
を
避
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

・
現
況
で
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る

T
4
付
近
の
廃

棄
物
運
搬
車
両
台

数
は
現
況
か
ら
増
加
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。
 

・
不

要
な

ア
イ

ド
リ

ン
グ

や
空

ぶ
か

し
、

急
発

進
・

急
加

速
な

ど
の

高
負
荷
運
転
防
止
等
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
徹
底
す
る
。
 

・
廃
棄
物
運
搬
車
両
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

廃
棄
物
運
搬
車
両
の
走
行
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る

こ
と
、
騒
音
の
増
加
量
が
小
さ
い
（
0
.
1
 
デ
シ
ベ
ル
～
0
.
6
 
デ
シ
ベ
ル
）
こ
と
か

ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限

り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

廃
棄

物
運

搬
車

両
の

走
行

に
よ

る
道

路
交

通
騒

音
の

予
測

結
果

は
、

T
1
～

T3

で
は
、
環
境
基
準
等
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
T
4
で
は
、
環
境
基
準
（
参

考
値
）
を
満
足
し
な
い
が
、
こ
れ
は
、
現
況
で
基
準
等
を
満
足
し
て
い
な
い
た
め

で
あ
り
、
廃
棄
物
運
搬
車
両
に
よ
る
増
加
量
は

0
.
5
デ
シ
ベ
ル
と
小
さ
い
た
め
、

周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 



 
1
0-
1
2 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
1
3 

 

表
 
1
0
-
1
(
6
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
6
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

振 動 

1
.
環
境
振

動
 

対
象

事
業

実
施
区

域
の

西
側

の
敷

地
境

界
時

で
実

施
し

た
現

地
調

査
結
果
は

、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
規
制
基
準
（
7
5

デ
シ
ベ
ル
）
を
満
足
し
て
い
た
。
 

 

振
動
現
地
調
査
結
果
（
L
1
0
）
（
単
位
：
デ

シ
ベ
ル
）
 

調
査
地
点
 

時
間
区
分
 

調
査

結
果

 

E
1 

(
対
象

事
業
実

施
区
域

)
 

建
設
機
械

稼
働
時
間
 

(
7
時

～
1
9
時

) 
3
2
～

4
5 

上
記
以
外
 

(
1
9
時

～
7
時

) 
3
0
～

3
9 

  

2
.
道
路
交
通
振
動
 

工
事

用
車

両
・
廃

棄
物

運
搬

車
両

の
走

行
ル

ー
ト

で
あ

る
一

般
県

道
我
孫
子
利
根
線
：
利
根
水
郷
ラ
イ
ン
沿
道
等
の

4
地
点
で
実

施
し

た
現
地
調
査
結
果
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

い
ず
れ
も
要
請
限
度
を
満
足
し
て
い
た
。
 

 

道
路
交

通
振
動
現
地
調
査
結
果
（
L
1
0
）
(
単
位
：
デ
シ
ベ
ル
)
 

調
査
地
点
 

時
間
区
分
 

調
査

結
果

 

T
1 

昼
間

(
8
時

～
1
9
時

)
 

 
5
2～

6
0 

夜
間

(
1
9
時

～
8
時

)
 

 
4
6～

5
9 

T
2 

昼
間

(
8
時

～
1
9
時

)
 

 
4
5～

5
6 

夜
間

(
1
9
時

～
8
時

)
 

 
3
7～

5
6 

T
3 

昼
間

(
8
時

～
1
9
時

)
 

 
2
9～

4
0 

夜
間

(
1
9
時

～
8
時

)
 

<
2
5～

3
0 

T
4 

昼
間

(
8
時

～
1
9
時

)
 

 
3
1～

4
8 

夜
間

(
1
9
時

～
8
時

)
 

<
2
5～

4
5 

 

 

工 事 の 実 施 

建 設 機 械 の 稼 働 

建
設

機
械

の
稼
働

に
よ

る
振

動
は

、
西

側
敷

地
境

界
に

お
け

る
振

動
レ
ベ
ル
の
最
大
値
が

6
8
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、
参
考
基
準
（
7
5
デ

シ
ベ
ル
以
下
）
を
満
足
す
る
も
の
と
予
測
す
る
。
 

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
発

生
振

動
が

極
力

小
さ

く
な

る
施

工
方

法
や

手
順

を
十

分
に

検
討

す
る
。
 

・
建
設
機
械
の
集
中
稼
働
を
避
け
、
効
率
的
な
稼
働
に
努
め
る
。
 

・
建
設
機
械
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、

事
業

者
の

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
対

象
事

業
に

係
る

環
境

影
響

が
で

き
る

限
り

低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

建
設
機
械
の
稼
働
に
よ
る
振
動
の
予
測
結
果
は
、
最
大
で

6
8
デ
シ
ベ
ル
で
あ

り
、
参
考
基
準
（
7
5
デ
シ
ベ
ル
以
下
）
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

工 事 用 車 両 の 走 行 

工
事

用
車

両
に
よ

る
道

路
交

通
振

動
の

予
測

結
果

は
、

以
下

に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
要
請
限
度
（
参
考
値
）
を
満
足
す
る
。
 

 

工
事
用
車
両
に
よ
る
道
路
交
通
振
動
予
測
結
果
（
L
1
0
）
 

（
単
位
：
デ
シ
ベ
ル

）
 

予
測

地
点

 
時

間
区

分
 

予
測

結
果

 
増

加
量
 

要
請
限
度
 

（
参
考
値

）
 

T
1 

昼
間

 
6
1 

0
.
8 

6
5 

夜
間

 
5
7 

1
.
0 

6
0 

T
2 

昼
間

 
5
3 

0
.
1 

6
5 

夜
間

 
5
6 

0
.
0 

6
0 

注
）
予
測
地
点
は
道
路
交
通
振
動
の
要
請
限
度
の
当
て
は

め
が
な

い
た

め
、
参

考
値
と

し

て
の
要
請
限
度
（
第
一
種
区
域
）
と
予
測
結
果
を
比
較

し
た
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
用

車
両

が
集

中
し

な
い

よ
う

に
工

程
等

の
管

理
や

配
車

の
計

画
を
行
う
。
 

 【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
用

車
両

の
通

行
は

、
一

般
車

両
の

多
い

通
勤

時
間

帯
な

ど
を

避
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

・
急

発
進

急
加

速
な

ど
の

高
負

荷
運

転
防

止
等

の
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
を

徹
底
す
る
。
 

・
工
事
用
車
両
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

・
工

事
関

係
者

の
通

勤
車

両
台

数
を

減
ら

す
た

め
に

、
通

勤
車

両
の

相
乗
り
に
努
め
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事

用
車

両
の

走
行

に
あ

た
っ

て
は

、
左

記
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

こ

と
、
振
動
の
増
加
量
が
小
さ
い
（
昼
間
:
0
.
1
デ

シ
ベ
ル
～
0
.
8
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間

0
.
0
デ
シ
ベ
ル
～
1
.
0
デ
シ
ベ
ル
）
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内

で
対

象
事

業
に

係
る

環
境

影
響

が
で

き
る

限
り

低
減

さ
れ

て
い

る
も

の
と

評
価

す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

工
事
用
車
両
に
よ
る
道
路
交
通
振
動
の
予
測
結
果
は
、
昼
間
で

5
3
デ
シ
ベ
ル

～
6
1
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
で

5
6
デ

シ
ベ
ル
～
5
7
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
地

点
も
振
動
規

制
法
の
規
制
基

準
を
参
考
に
設

定
し
た
基
準
等

（
6
5
デ
シ
ベ
ル
）

を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

新 廃 棄 物 処 理 施 設 及 び リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 稼 働 

新
廃

棄
物

処
理
施

設
及

び
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

の
稼

働
に

よ
る

振
動

の
予

測
結
果

は
、

敷
地

境
界

に
お

け
る

最
大

値
が

対
象

事
業

実

施
区
域
の
南
側
に
お
い
て
昼
間
で

5
3
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
で

5
0
デ
シ

ベ
ル

で
あ

り
規
制

基
準

と
同

等
か

そ
れ

以
上

と
し

て
設

定
し

て
い

る

自
主
規
制
基
準
（
昼
間
：
6
0
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
：
5
0
デ
シ
ベ
ル
）
を

満
足
す
る
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
特
定
機
器
に
つ
い
て
は
、
低
振
動
型
機
器
の
採
用
に
努
め
る
。
 

・
振

動
の

著
し

い
設

備
機

器
は

、
強

固
な

独
立

基
礎

や
防

振
架

台
に

固
定
す
る
等
を
施
す
。
 

・
主

要
な

振
動

発
生

機
器

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

基
礎

部
へ

の
防
振
ゴ
ム
設
置
等
の
防
振
対
策
を
施
す
。
 

・
設
備
機
器
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、
左

記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、
振
動
の
増
加
量
が
小
さ
い
（
0
.
0
デ
シ
ベ

ル
～
0
.
5
デ
シ
ベ
ル
）
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業

に
係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

新
廃

棄
物

処
理

施
設

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
の

稼
働

に
よ

る
振

動
の

予

測
結
果
の
最
大
値
は
、
対
象
事
業
実
施
区
域
の
南
側
に
お
い
て
昼
間
で

5
3
デ
シ

ベ
ル
、
夜
間
で

5
0
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、
基
準
等
（
昼
間

6
0
デ
シ
ベ
ル

以
下
、
夜

間
5
0
デ
シ
ベ
ル

以
下
）
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

     

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

廃 棄 物 運 搬 車 両 の 走 行 

廃
棄

物
運

搬
車
両

に
よ

る
道

路
交

通
振

動
の

予
測

結
果

は
、

以
下

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
要
請
限
度
等
を
満
足
す
る
。
 

 

廃
棄
物
運
搬
車
両
に
よ
る
道
路
交
通
振
動
予
測
結
果
（
L
1
0
）
 

（
単
位
：
デ
シ
ベ
ル

）
 

予
測

地
点

 
時

間
区

分
 

予
測

結
果

 
増

加
量
 

要
請
限
度
 

（
参
考
値

）
 

T
1 

昼
間

 
6
0 

0
.
4 

6
5
以

下
注
)  

T
2 

昼
間

 
5
6 

0
.
1 

6
5
以

下
注
)  

T
3 

昼
間

 
4
1 

0
.
5 

6
5
以

下
 

T
4 

昼
間

 
4
8 

0
.
0 

6
5
以

下
 

注
）
T
1
及
び

T
2
は
道
路
交
通
振
動
の
要
請
限
度
の
当
て

は
め
が
な

い
た

め
、
参

考
値
と

し
て
、
土
地
利
用
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
第
一
種
区
域

の
要
請
限

度
と

予
測

結
果
を

比
較
し
た
。
T3

及
び

T
4
は
第
一
種
区
域
の
道
路
交

通
振

動
の
要
請

限
度

が
当

て
は

め
ら
れ
て
い
る
。
 

   

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
廃

棄
物

運
搬

車
両

の
通

行
は

、
一

般
車

両
の

多
い

通
勤

時
間

帯
な

ど
を
避
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

・
不

要
な

ア
イ

ド
リ

ン
グ

や
空

ぶ
か

し
、

急
発

進
・

急
加

速
な

ど
の

高
負
荷
運
転
防
止
等
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
徹
底
す
る
。
 

・
廃
棄
物
運
搬
車
両
の
整
備
、
点
検
を
徹
底
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

廃
棄
物
運
搬
車
両
の
走
行
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
が
で

き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

廃
棄
物
運
搬

車
両
の
走
行
に

よ
る
道
路
交
通

振
動
の
予
測
結

果
は
、
4
1
デ
シ

ベ
ル
～
6
0
デ
シ
ベ
ル
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
地
点
も
基
準
等
（
6
5
デ
シ
ベ
ル
）
を

満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 



 
1
0-
1
4 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
1
5 

 

表
 
1
0
-
1
(
7
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
7
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

悪 臭 

対
象
事

業
実
施
区
域
の
風
上
・
風
下
と
、
周
辺

4
地
点
に
お
い
て

悪
臭

の
現

地
調
査

を
実

施
し

た
結

果
、

特
定

悪
臭

物
質

濃
度

は
す

べ

て
の

項
目

に
お
い

て
参

考
基

準
値

を
満

足
し

て
い

た
。

ま
た

、
臭

気

指
数
も
す

べ
て

1
0
未
満
で
あ
り
、
我
孫
子
市
環
境
条
例
に
基
づ
く
悪

臭
の
規
制

基
準
に
基
づ
く
規
制
基
準
を
満
足
し
て
い
た
。
 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

新 廃 棄 物 処 理 施 設 及 び リ サ イ ク ル セ ン タ ー か ら の 悪 臭 

1
.
新

廃
棄

物
処
理

施
設

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
に

搬
入

・
貯

留

さ
れ
る
廃
棄
物
の
影
響
 

現
地

調
査

結
果
で

は
、

現
施

設
の

風
上

、
風

下
に

お
い

て
特

定
悪

臭
物

質
は

悪
臭
防

止
法

に
基

づ
く

参
考

規
制

基
準

を
満

足
し

、
臭

気

指
数

は
我

孫
子
市

環
境

条
例

に
基

づ
く

悪
臭

の
規

制
基

準
を

参
考

に

設
定
し
た
自
主
基
準
値
を
満
足
し
て
い
た
。
 

本
事

業
で

は
、
現

施
設

と
比

べ
て

手
厚

い
悪

臭
対

策
を

実
施

す
る

計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敷
地
境
界
で
の
特
定
悪
臭
物
質
の
濃
度
は
、

悪
臭

防
止

法
に
基

づ
く

参
考

規
制

基
準

を
満

足
し

、
臭

気
指

数
は

我

孫
子

市
環

境
条
例

に
基

づ
く

悪
臭

の
規

制
基

準
を

参
考

に
設

定
し

た

自
主
基
準
を
満
足
す
る
と
予
測
す
る
。
 

 

2
.
新
廃
棄
物
処
理
施
設
の
稼
働
（
煙
突
排
出
ガ
ス
）
に
よ
る
影
響
 

新
廃

棄
物

処
理
施

設
稼

働
（

煙
突

排
ガ

ス
）

に
よ

る
ア

ン
モ

ニ
ア

の
最
大
着
地
濃
度
の
予
測
結
果
は
、
0
.
1
p
p
m
未

満
で
あ
り
、
悪
臭
防

止
法
に
基
づ
く
参
考
規
制
基
準
（
1
p
p
m
）
を
満
足
す
る
。
 

ま
た
、
臭
気
指
数
の
最
大
着
地
濃
度
の
予
測
結
果
は

1
0
未
満
で
あ

り
、

我
孫

子
市
環

境
条

例
に

基
づ

く
悪

臭
の

規
制

基
準

を
参

考
に

設

定
し
た
自
主
基
準
（
1
3
）
を
満
足
す
る
。
 

  

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
廃

棄
物

の
保

管
場

所
、

処
理

設
備

等
を

建
屋

内
に

配
置

し
、

搬
入

や
荷

下
ろ

し
等

の
作

業
を

屋
内

で
行

う
こ

と
で

、
臭

気
の

漏
洩

を

防
止
す
る
。
 

・
ご

み
収

集
車

が
出

入
す

る
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

の
出

入
口

に
は

、
エ

ア
カ

ー
テ

ン
等

を
設

置
し

、
搬

出
入

時
以

外
は

可
能

な
限

り
シ

ャ

ッ
タ

ー
又

は
扉

等
で

外
部

と
遮

断
す

る
こ

と
に

よ
り

、
外

気
の

通

り
抜
け
に
よ
る
臭
気
の
漏
洩
を
防
止
す
る
。
 

・
ご

み
ピ

ッ
ト

、
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

な
ど

は
常

に
負

圧
を

保
つ

こ
と

に
よ
り
、
外
部
へ
の
臭
気
の
漏
洩
を
防
止
す
る
。
 

・
局

所
的

に
発

生
し

た
臭

気
は

吸
引

し
、

集
じ

ん
装

置
、

活
性

炭
脱

臭
装
置
等
で
適
切
に
処
理
し
た
う
え
で
外
部
へ
放
出
す
る
。
 

・
ご

み
ピ

ッ
ト

の
空

気
を

焼
却

炉
の

燃
焼

用
空

気
と

し
て

炉
内

に
吹

き
込

む
こ

と
で

、
燃

焼
に

よ
る

臭
気

成
分

の
分

解
を

行
う

。
休

炉

時
は
脱
臭
装
置
を
用
い
る
。
 

・
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

及
び

ご
み

ピ
ッ

ト
に

は
、

休
炉

時
な

ど
必

要
に

応
じ
て
消
臭
剤
を
噴
霧
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

計
画

施
設

の
供

用
に

際
し

て
は

、
左

記
の

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

こ
と

か

ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限

り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
稼
働
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
の
予
測
結
果
は

0
.
1
p
p
m
未
満

で
あ
り
、
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
「
敷
地
境
界
線
に
お
け
る
特
定
悪
臭
物
質
濃
度

に
係
る
規
制
基
準
の
範
囲
」
を
参
考
に
設
定
し
た
基
準
等
（
1
p
p
m
）
を
満
足
す
る

も
の
と
評
価
す
る
。
 

ま
た
、
臭
気
指
数
の
最
大
着
地
濃
度
の
予
測
結
果
は

1
0
未
満
で
あ
り
、
我
孫

子
市
環
境
条
例
に
基
づ
く
悪
臭
の
規
制
基
準
（
1
3
）
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す

る
。
 

 

地 盤 

1
.
地
形
、

地
質
及
び
土
質
の
状
況
 

対
象

事
業

実
施
区

域
は

、
我

孫
子

市
の

北
側

を
流

れ
る

利
根

川
沿

い
に

位
置

し
て
お

り
、

新
廃

棄
物

処
理

施
設

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン

タ
ー

が
建

設
さ
れ

る
位

置
を

含
む

地
質

想
定

断
面

図
を

み
る

と
、

上

層
は

粘
性

土
、
砂

質
シ

ル
ト

が
主

体
で

あ
る

盛
土

層
で

あ
り

、
断

面

全
体

に
分

布
し
て

い
る

。
そ

の
下

層
は

沖
積

層
で

あ
り

、
粘

性
土

を

主
体
と
す

る
A
c
層
、
砂
質
土
を
主
体
と
す
る

A
s
層
、
腐
植
物
を
多

く
含
む
粘

性
土
で
あ
る

A
p
層
で

構
成
さ
れ
、
砂
泥
互
層
と
な
っ
て
い

る
。

沖
積

層
は
、

西
側

で
薄

く
、

東
側

で
厚

く
堆

積
し

て
い

る
。

そ

の
さ
ら
に
下
層
は
洪
積
層
で
あ
り
、
粘
性
土
を
主
体
と
す
る

D
c
層
、

砂
質
土
を
主
体
と
す
る

D
s
層
、
腐
植
物
を
多
く
含
む
粘
性
土
で
あ
る

D
p
層
で
構
成
さ
れ
、
砂
泥
互
層
と
な
っ
て
い
る
。
洪
積
層
は
、
西
側

で
厚
く
、
東
側
で
薄
く
堆
積
し
て
い
る
。
 

  

2
.
 
地
下
水
の
状
況
 

対
象

事
業

実
施
区

域
に

お
い

て
実

施
し

た
地

下
水

位
の

調
査

結
果

は
、
G
1
が

T
.
P
.
+
2
.
7
～
+
3
.
8
m
、
G
2
が

T
.
P
.
+
1
.
4
～
+
2
.
9
m
で
あ
り
、

ま
と

ま
っ

た
降
水

量
が

あ
る

と
上

昇
、

降
水

量
が

少
な

い
期

間
に

は

低
下
す
る
。
年
間
の
最
低
水
位
と
最
高
水
位
の
差
は
約

1
m
～
1
.
5
m
で

あ
る
。
な
お
、
地
下
水
は

G
1
か
ら

G
2
の
方
向
に
流
動
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

  

3
.
地
盤
沈
下
の
状
況
 

対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

で
は

、
5

年
間

の
累

計
沈

下
量

が
2
c
m

未
満
、
5
年
間
の
累
計
隆
起
量
が

0
.
5
㎝
未
満
で
あ
っ
た
。
 

         

工 事 の 実 施 

工 事 の 実 施 に よ る 地 盤 

掘
削

工
事

に
よ
る

対
象

事
業

実
施

区
域

の
境

界
に

お
け

る
地

下
水

位
の

変
化

量
は

、
-
0
.
1
1
～

-
0
.
0
6
m

で
あ

り
、

年
間

の
地

下
水

位
変

化
量
で
あ
る
約

1
～
1
.
5
m
と
比
較
し
て
極
め
て
小
さ
い
。
し
た
が
っ

て
、
地
盤
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
基

礎
工

事
に

あ
た

っ
て

は
、

適
切

に
山

留
壁

を
設

置
し

、
地

下
水

揚
水

量
を

低
減

さ
せ

、
周

囲
の

地
下

水
の

低
減

量
を

可
能

な
限

り

抑
制
す
る
。
 

・
掘

削
工

事
あ

た
っ

て
は

、
掘

削
範

囲
へ

の
地

下
水

の
流

入
に

よ
る

掘
削

範
囲

周
辺

の
地

下
水

位
の

低
下

を
防

止
す

る
た

め
に

、
掘

削

範
囲
に
対
し
て
止
水
壁
を
設
置
す
る
。
 

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
掘

削
工

事
の

実
施

に
伴

う
影

響
を

監
視

す
る

た
め

、
工

事
期

間
中

は
地
下
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
 

   

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事
の
実
施
に
際
し
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

対
象

事
業

に
係

る
環

境
影

響
が

で
き

る
限

り
低

減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

新 廃 棄 物 処 理 施 設 及 び リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 存 在 

地
下

構
造

物
の
存

在
に

よ
る

対
象

事
業

実
施

区
域

の
境

界
に

お
け

る
地

下
水

位
の

変
化

量
は

、
-
0
.
0
3
～

+
0
.
0
6
m

で
あ

り
、

年
間

の
地

下
水
位
変
化
量
で
あ
る
約

1
～
1
.
5
m
と
比
較

し
て
極
め
て
小
さ
い
。

し
た

が
っ

て
、
地

盤
へ

の
影

響
は

ほ
と

ん
ど

な
い

な
い

も
の

と
予

測

す
る
。
 

 

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の

た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
地

下
構

造
物

の
存

在
に

よ
る

影
響

を
監

視
す

る
た

め
、

供
用

開
始

か
ら

1
年
間
、

地
下
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
 

   

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

地
下
構
造
物
の
存
在
に
よ
る
地
盤
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
左
記
の
環
境

保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に

係
る
環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 



 
1
0-
1
6 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
1
7 

 

表
 
1
0
-
1
(
8
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
8
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

土 壌 

1
.
土
壌
汚

染
の
状
況
 

現
地

調
査

で
は
、

地
歴

調
査

で
「

土
壌

汚
染

が
存

在
す

る
お

そ
れ

が
比
較
的

多
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
」
と
さ
れ
た
箇
所
と
、「

地
下
構

造
物

（
雨

水
流
出

抑
制

施
設

・
ご

み
ピ

ッ
ト

等
）

計
画

位
置

」
が

重

複
し
、
調
査
可
能
な

1
地
点
（
E
1
）
で
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環
境
基

準
に
定
め
る
物
質
（
2
9
物
質
）
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
調

査
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
で
環
境
基
準
を
満
足
し
て
い
た
。
 

既
往
調
査
で
は
、
合
計

9
地
点

で
基
準
を
超
過
す
る
鉛
及
び
そ
の

化
合

物
、

砒
素
及

び
そ

の
化

合
物

、
ふ

っ
素

及
び

そ
の

化
合

物
が

確

認
さ
れ
た
。
な
お
、
地
下
水
汚
染
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

  

2
.
地
形
、
地
質
及
び
地
下
水
位
の
状
況
 

(
1
)
 
地
形
、
地
質
の
状
況
 

対
象
事

業
実
施
区
域
は
、
我
孫
子
市
の
北
側
を
流
れ
る
利
根
川
沿

い
に
位
置

し
て
い
る
。
対
象
事
業
実
施
区
域
に
地
質
想
定
断
面
図
を

み
る
と
、
上
層
は
粘
性
土
、
砂
質
シ
ル
ト
が
主
体
で
あ
る
盛
土
層
で

あ
り
、
そ
の
下
層
は
沖
積
層
、
そ
の
さ
ら
に
下
層
は
洪
積
層
と
な
っ

て
い
る
。

 

 

(
2
)
 
地
下
水
位
の
状
況
 

対
象

事
業

実
施

区
域

に
お

い
て

実
施

し
た

地
下

水
位

の
調

査
結

果
は
、
G
1
が

T
.
P
.
+
2
.
7
～
+
3
.
8
m
、
G
2
が

T
.
P
.
+
1
.
4
～
+
2
.
9
m
で

あ
り
、
年
間
の
最
低
水
位
と
最
高
水
位
の
差
は
約

1
m
～
1
.
5
m
で
あ

る
。
な
お
、
地
下
水
は

G
1
か
ら

G
2
の
方
向
に
流
動
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
 

 

工 事 の 実 施 

工 事 の 実 施 に よ る 土 壌 

現
地
調
査
を
実
施
し
た

1
地
点

（
E
1
）
に
お
い
て
、
土
壌
の
汚
染

に
係

る
環

境
基
準

に
定

め
る

物
質

及
び

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
は

、
全

て

の
項

目
で

環
境
基

準
を

満
足

し
て

い
た

。
一

方
で

、
我

孫
子

市
が

実

施
し

た
土

壌
汚
染

対
策

法
に

基
づ

く
土

壌
汚

染
状

況
調

査
及

び
詳

細

調
査

で
は

、
新
廃

棄
物

処
理

施
設

の
建

設
範

囲
（

エ
リ

ア
Ⅰ

）
の

9

地
点

で
基

準
を
超

過
し

て
い

た
。

そ
の

た
め

、
本

事
業

で
は

、
右

記

の
環

境
保

全
措
置

を
実

施
す

る
計

画
で

あ
る

。
以

上
の

こ
と

か
ら

、

対
象

事
業

実
施
区

域
で

の
土

地
の

改
変

や
土

壌
の

搬
出

等
に

伴
う

土

壌
汚
染
物
質
の
拡
散
等
に
伴
う
影
響
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
土

壌
汚

染
対

策
法

に
基

づ
く

土
壌

汚
染

状
況

調
査

及
び

詳
細

調
査

で
基
準
を
超
過
し
た
エ
リ
ア
Ⅰ
の

9
地
点
に
つ
い
て
は
、
土
壌
汚

染
対

策
法

に
基

づ
く

汚
染

土
壌

の
搬

出
の

届
出

等
の

必
要

な
手

続

き
を
実
施
す
る
と
も
に
、「

土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
調
査
及
び

措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
改
訂
第

2
版
）
」（

平
成

2
4
年

8

月
、

環
境

省
水

・
大

気
環

境
局

土
壌

環
境

課
）

及
び

「
汚

染
土

壌

の
運
搬
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
改
訂
第

3
版
）
」
(
平
成

3
0
年

3
月

、
環

境
省

水
・

大
気

環
境

局
土

壌
環

境
課

）
等

に
基

づ
き

適

切
な
環
境
保
全
措
置
を
行
う
。
 

・
対

象
事

業
実

施
区

域
の

う
ち

、
エ

リ
ア

Ⅰ
以

外
の

範
囲

に
つ

い
て

は
、

エ
リ

ア
Ⅰ

と
同

様
に

、
工

事
実

施
前

に
順

次
、

土
壌

汚
染

対

策
法

に
基

づ
く

土
壌

汚
染

状
況

調
査

を
実

施
し

、
必

要
に

応
じ

て

適
切
な
対
応
措
置
を
講
じ
る
。
 

・
掘

削
土

を
場

外
に

搬
出

す
る

場
合

に
は

、
土

壌
の

性
状

等
を

考
慮

し
た

適
切

な
運

搬
容

器
の

使
用

や
、

シ
ー

ト
カ

バ
ー

等
の

使
用

に

よ
り
、
土
壌
の
飛
散
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

工
事
の
実
施
に
際
し
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者

の
実

行
可

能
な

範
囲

内
で

対
象

事
業

に
係

る
環

境
影

響
が

で
き

る
限

り
低

減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

現
地
調
査
を
実
施
し
た

1
地
点
（
E
1
）
に
お
い
て

、
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環
境

基
準
に
定
め
る
物
質
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
全
て
の
項
目
で
環
境
基
準
を
満

足
し
て
い
た
。
一
方
で
、
我
孫
子
市
が
実
施
し
た
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
土

壌
汚
染
状
況
調
査
及
び
詳
細
調
査
で
は
、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
範
囲
（
エ

リ
ア
Ⅰ
）
の

9
地
点
で
基
準
を
超
過
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
工
事
の
実
施
に
際

し
て
は
、
右
記
に
示
す
と
お
り
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
環
境
保
全
措
置
を

講
じ
る
計
画
で
あ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
環
境
基
本
法
及
び
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
の

環
境
基
準
等
の
整
合
を
図
る
べ
き
基
準
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

1
.
土
壌
汚

染
の
状
況
 

対
象
事

業
実
施
区
域
の
周
辺

4
地
点
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度

を
調
査
し

た
結
果
、
い
ず
れ
の
地
点
も
環
境
基
準
を
満
足
し
て
い
た
。
 

  

2
.
気
象
の
状
況
 

対
象

事
業

実
施

区
域

に
お

け
る

年
平

均
風

速
は

1
.
8
m
/
秒

、
最

多

風
向
は
南
で
あ
り
、
そ
の
出
現
率
は

9
.
5
%
で
あ

っ
た
。
 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

ば い 煙 又 は 粉 じ ん の 発 生 に よ る 土 壌 

煙
突

排
出

ガ
ス
に

よ
る

土
壌

中
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

の
濃

度
の

予
測

結
果
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

 

煙
突
排
出
ガ
ス
に
よ
る
土
壌
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
予
測
結
果

 

（
単
位
：
p
g
-
T
E
Q
/
g
）
 

予
測
地
点

[
方

向
]
 

付
加
量
 

土
壌
中
濃

度
 

環
境
基
準
 

E
2
[北

北
東

側
] 

0
.
0
05

5 
 
 
 
32

.
76
5
5 

1
,
0
0
0
以

下
 

E
3
[西

南
西

側
] 

0
.
0
03

5 
 
 
 
 7

.
05
3
5 

E
4
[南

南
西

側
] 

0
.
0
04

0 
 
 
 
 3

.
57
4
0 

E
5
[南

東
側

] 
0
.
0
04

9 
 
 
 
17

.
17

4
9 

  

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
排

ガ
ス

の
処

理
に

つ
い

て
は

、
排

ガ
ス

処
理

設
備

を
設

置
し

、
自

主
基
準
値
を
満
足
さ
せ
る
対
策
を
講
じ
る
。
 

・
煙

突
排

出
ガ

ス
中

の
一

酸
化

炭
素

濃
度

の
連

続
測

定
に

よ
る

燃
焼

状
況

の
監

視
を

行
い

、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

の
発

生
を

抑
制

す
る

た

め
の

管
理

を
行

う
ほ

か
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
の

定
期

的
な

測
定

を

実
施
し
監
視
を
行
う
。
 

・
廃

棄
物

の
受

入
場

所
は

、
建

屋
内

に
設

置
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
の

ご
み

ピ
ッ

ト
と

し
、

ご
み

か
ら

発
生

す
る

ご
み

汚
水

は
、

ご

み
汚

水
貯

留
槽

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

・
不

浸
透

性
）

で
貯

留

し
た

の
ち

、
炉

内
噴

霧
ま

た
は

ご
み

ピ
ッ

ト
返

送
と

す
る

。
ご

み

汚
水
が
土
壌
中
へ
浸
透
・
流
出
し
な
い
構
造
と
す
る
。
 

・
焼

却
灰

は
、

冷
却

を
行

っ
た

後
、

焼
却

灰
ピ

ッ
ト

に
貯

留
す

る
。

ま
た

、
飛

灰
は

飛
灰

処
理

設
備

に
お

い
て

、
飛

灰
中

に
含

ま
れ

る

重
金

属
等

が
溶

出
し

な
い

よ
う

に
安

定
化

処
理

す
る

。
な

お
、

こ

れ
ら

の
設

備
は

全
て

屋
内

に
設

置
す

る
。

ま
た

、
搬

出
の

際
は

、

灰
が

飛
散

し
て

土
壌

汚
染

の
原

因
と

な
ら

な
い

よ
う

に
シ

ー
ト

カ

バ
ー
の
使
用
や
湿
潤
化
の
措
置
を
講
じ
る
計
画
で
あ
る
。
 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
の
供
用
に
際
し
て
は
、
左
記
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象

事
業
に
係
る
環
境
影
響
が
で

き
る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
基
準
等
と
予
測
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
評
価
 

煙
突
排
出
ガ
ス
に
よ
る
土
壌
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
の
予
測
結
果
は
、
最

大
で

3
2
.
7
6
5
5
p
g
-
T
E
Q
/
g
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措

置
法

に
基

づ
く

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
に

よ
る

土
壌

汚
染

に
係

る
環

境
基

準

（
1
,
0
0
0
p
g
-
T
E
Q
/
g
以
下
）
を
下
回
っ
て
お
り
、
基
準
を
満
足
す
る
も
の
と
評
価

す
る
。
 

日 照 阻 害 

対
象

事
業

実
施
区

域
は

我
孫

子
市

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

と
し

て
利

用
さ

れ
、

対
象
事

業
実

施
区

域
周

辺
の

主
な

土
地

利
用

状
況

は
田

、

河
川
敷
、

文
教
・
厚
生
用
地
と
な
っ
て
い
る
。
 

対
象

事
業

実
施
区

域
西

側
に

は
、

居
住

施
設

（
東

葛
中

部
地

区
総

合
開
発
事

務
組
合
立
み
ど
り
園
）
が
隣
接
し
て
い
る
。
 

対
象

事
業

実
施

区
域

及
び

そ
の

周
辺

は
、

標
高

が
約

6
.
5
m

で
あ

り
、
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
 

対
象

事
業

実
施
区

域
及

び
そ

の
周

辺
は

、
用

途
地

域
の

定
め

の
な

い
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
日
影
規
制
は
な
い
。
 

 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

施 設 の 存 在 等 

対
象

事
業

実
施
区

域
西

側
に

分
布

す
る

居
住

施
設

（
東

葛
中

部
地

区
総
合
開
発
事
務
組
合
立
み
ど
り
園
）
に
つ
い
て
は
、
8
時
～
1
1
時

ま
で
の
間
に
日
影
が
生
じ
る
も
の
の
、
そ
の
時
間
は
最
大
で
も

3
時

間
未
満
で
あ
る
。
ま
た
、
敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離
が

1
0
m
以

内
の
範
囲
に
お
け
る
等
時
間
日
影
は

3
時
間
未
満
、
1
0
m
を
超
え
る

範
囲
に
お
い
て

2
時
間
未
満
と
な
る
。
予
測
地
点
は
「
都
市
計
画
法

」

に
基

づ
く

用
途
地

域
の

定
め

の
な

い
地

域
と

な
っ

て
お

り
、

日
影

規

制
は

な
い

。
し
か

し
、

周
辺

の
環

境
を

鑑
み

第
一

種
低

層
住

居
専

用

地
域

の
お

け
る
日

影
規

制
の

基
準

を
援

用
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

規

制
時

間
よ

り
も
短

い
こ

と
か

ら
、

計
画

建
築

物
に

よ
る

日
影

の
状

況

に
よ

り
、

予
測
地

点
の

居
住

環
境

を
害

す
る

お
そ

れ
は

な
い

と
予

測

す
る
。
 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
新

廃
棄

物
処

理
施

設
は

、
西

側
の

敷
地

境
界

か
ら

後
退

さ
せ

て
配

置
し

、
対

象
事

業
実

施
区

域
西

側
に

分
布

す
る

居
住

施
設

（
東

葛

中
部

地
区

総
合

開
発

事
務

組
合

立
み

ど
り

園
）

へ
向

か
っ

て
段

階

的
に

高
さ

を
抑

え
る

等
、

日
照

へ
の

影
響

に
配

慮
し

た
計

画
と

す

る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
供
用
に
際
し
て
は
、
左
記

に
示
し
た
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
建
築
物
に
よ
る
日
影
よ

っ
て

予
測

地
点

の
居

住
環

境
を

害
す

る
お

そ
れ

は
な

い
と

予
測

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事

業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き

る
限
り
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 



 
1
0-
1
8 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
1
9 

 

表
 
1
0
-
1
(
9
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
9
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

植 物 

1
.
植
物
相

 

現
地
調

査
で
は
、
合
計

9
0
科

4
1
2
種
の
植
物
が
確
認
さ
れ
た
。
 

確
認

種
の

多
く
は

関
東

地
方

の
平

地
に

比
較

的
普

通
に

み
ら

れ
る

種
で
あ
っ

た
。
 

対
象

事
業

実
施
区

域
で

は
、

現
施

設
の

敷
地

内
で

あ
る

こ
と

か
ら

生
育

す
る

植
物
は

少
な

く
、

対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

の
う

ち
堤

内

地
で

は
、

ヨ
シ
、

ク
サ

ヨ
シ

等
の

湿
性

植
物

や
マ

グ
ワ

、
ト

ウ
ネ

ズ

ミ
モ

チ
等

の
植
栽

樹
、

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

、
カ

ナ
ム

グ
ラ

等

の
荒

地
雑

草
が
主

に
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

堤
外

地
で

は
、

利
根

川

の
堤

防
法

面
で
チ

ガ
ヤ

、
ス

ス
キ

等
の

イ
ネ

科
草

本
、

利
根

川
の

河

川
敷

で
オ

オ
ブ
タ

ク
サ

、
オ

ギ
等

の
高

茎
草

本
や

タ
チ

ヤ
ナ

ギ
等

の

ヤ
ナ

ギ
類

、
マ
コ

モ
、

ミ
ゾ

ソ
バ

等
の

湿
性

植
物

が
主

に
確

認
さ

れ

た
。
 

  

2
.
植
生
 

現
地
調

査
で
は
、
合
計

1
7
の
植
物

群
落
・
土
地
利
用
区
分
が
確
認

さ
れ
た
。

 

対
象

事
業

実
施
区

域
は

、
ほ

と
ん

ど
が

市
街

地
に

該
当

す
る

が
、

一
部

の
範

囲
に
残

存
・

植
栽

樹
群

を
も

っ
た

公
園

・
墓

地
等

が
分

布

し
て

い
た

。
対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

の
南

側
～

東
側

の
広

範
囲

に

は
、

水
田

雑
草
群

落
が

分
布

す
る

他
、

堤
防

上
や

堤
外

地
に

は
主

に

チ
ガ
ヤ
－

ス
ス
キ
群
落
（
チ
ガ
ヤ
優
占
）
、
オ
ギ
群
集
が
分
布
し
て
い

た
。

ま
た

、
対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

の
東

側
の

一
部

に
は

、
ア

カ

メ
ガ

シ
ワ

－
エ
ノ

キ
群

落
、

ヨ
シ

ク
ラ

ス
、

路
傍

・
空

地
雑

草
群

落

（
セ

イ
タ

カ
ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

優
占

）
等

の
複

数
の

植
物

群
落

が
パ

ッ

チ
状
に
分
布
し
て
い
た
。
 

  

3
.
重
要
な
種
及
び
群
落
 

確
認
さ
れ
た
植
物
の
う
ち
、
合
計

9
科

1
1
種
が

重
要
な
種
に
該
当

し
た
。
 

な
お
、
重
要
な
群
落
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

  

4
.
大
径
木
・
古
木
 

現
地
調
査
で
は
、
合
計

3
種

1
4
本
の
大
径
木
が
確
認
さ
れ
た
。
 

す
べ

て
対

象
事
業

実
施

区
域

内
に

生
育

し
て

い
た

。
確

認
さ

れ
た

大
径

木
は

現
施
設

の
竣

工
時

に
植

栽
さ

れ
た

樹
木

で
あ

る
と

考
え

ら

れ
る
。
 

  

5
.
植
生
自
然
度
 

対
象

事
業

実
施
区

域
は

、
多

く
が

植
生

自
然

度
1
（

市
街

地
等

）

の
区

分
で

占
め
ら

れ
て

い
た

。
ま

た
、

対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

の

う
ち
堤
内
地
の
多
く
は
植
生
自
然
度

1（
市
街
地

等
）
又
は

2（
外

来

種
草
原
、
農
耕
地
（
水
田
・
畑
）
）
で
占
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
堤
外

地
や

調
査

範
囲
の

東
側

の
一

部
は

比
較

的
植

生
自

然
度

が
高

い
箇

所

が
ま
と
ま

っ
て
み
ら
れ
た
。
 

  

工 事 の 実 施 及 び 土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

工 事 の 実 施 及 び 施 設 の 存 在 等 

1
.
植
物
相
の
変
化
 

対
象
事
業
実
施
区
域
に
生
育
す
る
植
物
は
、
工
事
の
実
施
に
伴
い
、

一
部

を
除

き
一
時

的
に

消
失

す
る

。
し

か
し

、
供

用
開

始
時

に
は

、

環
境

保
全

措
置
に

よ
り

緑
地

が
創

出
さ

れ
、

供
用

開
始

か
ら

数
年

後

に
は

植
栽

し
た
樹

木
等

が
生

長
し

、
現

況
と

同
程

度
の

環
境

に
な

る

も
の

と
考

え
ら
れ

る
。

対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

に
つ

い
て

は
、

改

変
さ
れ
な
い
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
植
物
相
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

  

2
.
重

要
な

種
及
び

地
域

の
特

性
を

把
握

す
る

上
で

注
目

さ
れ

る
種

の

生
育
状
況
の
変
化
 

重
要

な
種

は
対
象

事
業

実
施

区
域

に
は

生
育

し
な

い
た

め
生

育
状

況
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

地
域

の
特

性
を
把

握
す

る
上

で
注

目
さ

れ
る

種
は

対
象

事
業

実
施

区
域

に
は

生
育
し

な
い

た
め

、
生

育
状

況
に

変
化

は
な

い
も

の
と

予

測
す
る
。
 

  

3
.
植
物
群
落
の
変
化
 

供
用

開
始

時
及
び

供
用

数
年

後
に

お
い

て
変

化
す

る
の

は
土

地
利

用
区

分
の

み
で
あ

り
、

各
植

物
群

落
に

変
化

は
な

い
。

ま
た

、
対

象

事
業

実
施

区
域
は

、
供

用
開

始
時

に
は

緑
地

が
創

出
さ

れ
、

供
用

開

始
か

ら
数

年
後
に

は
、

現
況

と
同

程
度

の
環

境
に

な
る

も
の

と
考

え

ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
植
物
群
落
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

 

4
.
大
径
木
・
古
木
の
生
育
状
況
の
変
化
 

供
用

開
始

時
及
び

供
用

数
年

後
に

お
い

て
対

象
事

業
実

施
区

域
に

生
育

し
て

い
る
大

径
木

は
、

最
大

で
1
2

本
消
失

す
る

可
能

性
が

あ

る
。

し
か

し
、
環

境
保

全
措

置
に

よ
り

、
敷

地
境

界
の

大
径

木
を

含

む
高

木
は

で
き
る

限
り

残
さ

れ
る

と
と

も
に

、
中

高
木

が
植

栽
さ

れ

る
こ

と
に

よ
り
、

将
来

的
に

は
大

径
木

が
生

育
す

る
環

境
に

変
化

し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
予

測
地

域
の

大
径

木
の

生
育

状
況

の
変

化
は

小
さ
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

5
.
植
生
自
然
度
の
変
化
 

供
用
開
始
時
及
び
供
用
数
年
後
に
お
い
て

は
、
植
生
自
然
度

3
が

1
.
7
3
%
減
少
し
、
植
生
自
然
度

1
が

1
.
7
3
%
増
加
す
る
。
し
か
し
、
そ

の
変

化
は

小
さ
い

。
対

象
事

業
実

施
区

域
に

お
い

て
植

生
自

然
度

3

に
該

当
す

る
範
囲

を
構

成
す

る
の

は
植

栽
さ

れ
た

樹
木

等
で

あ
り

、

こ
れ

ら
は

一
部
を

除
き

一
時

的
に

消
失

す
る

も
の

の
、

供
用

開
始

時

に
は

緑
地

が
創
出

さ
れ

、
供

用
開

始
か

ら
数

年
後

に
は

植
栽

し
た

樹

木
等

が
生

長
す
る

こ
と

か
ら

、
現

況
と

同
程

度
の

環
境

に
な

る
も

の

と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
予

測
地

域
の

植
生

自
然

度
に

ほ
と

ん
ど

変
化

は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

        

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・「
我
孫
子
市
緑

地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の

基
準

で
は

、
市

街
化

調
整

区
域

の
事

業
所

等
に

お
け

る
、

空
地

面

積
に

対
し

緑
化

す
る

割
合

は
1
5
%
と

定
め

ら
れ

て
い

る
。

本
事

業

に
お

い
て

は
こ

の
基

準
を

踏
ま

え
、

敷
地

境
界

の
高

木
を

で
き

る

限
り

残
し

な
が

ら
、

空
地

面
積

に
対

し
て

1
5
%
以

上
の

緑
地

を
確

保
す
る
。
 

・
緑
化
に
あ
た

っ
て
は
、「

我
孫
子
市
緑
地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
緑
化
面
積

1
0
m
2
に
つ
き
、
中
高

木
2
本
以
上
（
中

木
：
高
さ

1
.
5
m
以
上
、
高
木
：
高
さ

3
m
以
上
）
、

低
木

8
本
以
上

（
高
さ

0
.
3
m
以

上
）
と
な
る
よ
う
に
植
栽
す
る
。
 

・
植

栽
す

る
樹

種
は

対
象

事
業

実
施

区
域

の
立

地
条

件
を

考
慮

し
、

で
き

る
限

り
周

辺
に

生
育

す
る

種
（

在
来

種
）

や
地

域
の

潜
在

自

然
植
生
に
即
し
た
樹
種
な
ど
を
多
く
用
い
る
も
の
と
す
る
。
 

 

1
.
植
物
の
保
全
へ
及
ぼ
す
影
響
に
対
す
る
適
切
な
配
慮
 

対
象
事
業
実
施
区
域
の
植
物
は
、
工
事
の
実
施
に
伴
い
、
一
部
を
除
き
一
時
的

に
消
失
す
る
。
し
か
し
、
供
用
開
始
時
に
は
左
記
に
示
し
た
環
境
保
全
措
置
に
よ

り
緑

地
が

創
出

さ
れ

、
供

用
開

始
か

ら
数

年
後

に
は

植
栽

し
た

樹
木

等
が

生
長

し
、
現
況
と
同
程
度
の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
象
事
業
実

施
区
域
周
辺
に
つ
い
て
は
、
改
変
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
変
化
し
な
い
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
重
要
な
種
の
分
布
等
に
対
す
る
適
切
な
保
全
 

重
要
な
種
は
対
象
事
業
実
施
区
域
に
は
生
育
し
な
い
た
め
、
重
要
な
種
の
生
育

状
況
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
重
要
な
種
の
分
布
等
に
つ
い
て
は
事
業
に
よ
る
影
響
は
な

い
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

3
.
植
物
群
落
が
有
す
る
多
様
性
の
確
保
 

植
物
群
落
に
つ
い
て
は
、
変
化
す
る
の
は
土
地
利
用
区
分
の
み
で
あ
り
、
各
植

物
群
落
に
変
化
は
な
い
。
ま
た
、
対
象
事
業
実
施
区
域
に
つ
い
て
は
、
供
用
開
始

時
に
は
、
左
記
に
示
し
た
環
境
保
全
措
置
に
よ
り
緑
地
が
創
出
さ
れ
、
供
用
開
始

か
ら
数
年
後
に
は
植
栽
し
た
樹
木
等
が
生
長
し
、
現
況
と
同
程
度
の
環
境
に
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 

 

4
.
大
径
木
・
古
木
の
保
全
 

予
測

地
域

で
生

育
が

確
認

さ
れ

た
大

径
木

は
全

て
対

象
事

業
実

施
区

域
に

生

育
し
て
お
り
、
最
大
で

1
2
本
消
失
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
確
認
さ
れ

た
大
径
木
は
全
て
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
特
筆
す
べ
き
古
木
等
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
左

記
に
示
し
た
環
境
保
全
措
置
に
よ
り
、
敷
地
境

界
の
大
径
木
を
含
む
高
木
は
で
き
る
限
り
残
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
高
木
が
植
栽

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
に
は
大
径
木
が
生
育
す
る
環
境
に
変
化
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

  

5
.
植
生
自
然
度
の
多
様
性
の
確
保
 

植
生
自
然
度
の
変
化
は
小
さ
く
、
植
生
自
然
度
の
高
い
地
域
は
周
辺
に
広
く
残

さ
れ
る
。
ま
た
、
対
象
事
業
実
施
区
域
に
お
い
て
植
生
自
然
度

3
に
該
当
す
る
範

囲
を
構
成
す
る
の
は
植
栽
さ
れ
た
樹
木
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
一
部
を
除
き
一
時

的
に
消
失
す
る
も
の
の
、
供
用
開
始
時
に
は
左
記
に
示
し
た
環
境
保
全
措
置
に
よ

り
緑
地
が
創
出
さ
れ
、
供
用
開
始
か
ら
数
年
後
に
は
植
栽
し
た
樹
木
等
が
生
長
す

る
こ
と
か
ら
、
現
況
と
同
程
度
の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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表
 
1
0
-
1
(
1
0
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
1
0
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

動 物 

1
.
動
物
相

 

(
1
)
哺
乳
類

 

合
計

6
目

8
科

1
2
種
が
確
認
さ
れ
た
。
確
認
種
の
多
く
は
い
ず

れ
も
低
地
か
ら
丘
陵
地
に
か
け
て
の
人
里
、
耕
作
地
、
河
川
敷
等
の

環
境
に
生
息
し
、
千
葉
県
内
に
広
く
分
布
す
る
種
で
あ
っ
た
。
 

 

(
2
)
鳥
類
 

合
計

1
2
目

2
9
科

5
1
種
が
確
認
さ
れ
た
。

確
認
種
の
多
く
は
関

東
地
方
の
平
地
に
比
較
的
普
通
に
み
ら
れ
る
種

で
あ
っ
た
。
 

猛
禽
類
で
は
、
対
象
事
業
実
施
区
域
か
ら

1
k
m
離

れ
た
場
所
で
サ

シ
バ
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
た
。
 

 

(
3
)
爬
虫
類
 

合
計

2
目

6
科

9
種
が
確
認
さ
れ
た
。
市
街
地
周
辺
を
中
心
に
分

布
す
る
ニ
ホ
ン
ヤ
モ
リ
の
他
、
千
葉
県
内
に
広
く
生
息
す
る
種
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
利
根
川
等
の
水
辺
で
は
、
ク
サ
ガ
メ
等
の
カ
メ
類

も
確
認
し
た
。
 

 

(
4
)
両
生
類
 

合
計

1
目

3
科

5
種
が
確
認
さ
れ
た
。
確
認
種
は
い
ず
れ
も
水
田

環
境
を
中
心
に
生
息
す
る
種
で
あ
り
、
特
に
調
査
地
域
の
広
範
囲
に

お
い
て
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
が

多
く
確
認
さ
れ
た
。
 

 

(
5
)
昆
虫
類
 

合
計

1
3
目

1
7
9
科

6
8
1
種
が
確
認
さ
れ
た

。
確
認
種
の
多
く
は

関
東
地
方
の
平
地
に
比
較
的
普
通
に
み
ら
れ
る

種
で
あ
っ
た
。
畑
地

や
草
地
に
生
息
す
る
種
の
他
、
水
田
や
湿
地
に
生
息
す
る
種
が
主
に

確
認
さ
れ
た
。
利
根
川
河
川
敷
で
は
、
高
茎
草
地
に
生
息
す
る
種
が

主
に
確
認
さ
れ
た
。
 

  

2
.
重
要
な
種
 

確
認
さ
れ
た
動
物
の
う
ち
、
哺
乳
類
は

3
目

3
科

4
種
、
鳥
類
は

8
目

1
5
科

2
6
種
、
爬
虫
類

は
2
目

5
科

8
種

、
両
生
類
は

1
目

1

科
2
種
、
昆
虫

類
は

5
目

1
4
科

1
8
種
が
重
要
な
種
に
該
当
し
た
。
 

  

3
.
注
目
す

べ
き
生
息
地
 

対
象

事
業

実
施
区

域
の

北
側

に
位

置
す

る
利

根
川

沿
い

の
水

た
ま

り
と

そ
の

周
辺
を

選
定

し
た

。
調

査
地

域
に

お
い

て
ま

と
ま

っ
た

面

積
の

止
水

環
境
が

維
持

さ
れ

て
い

る
唯

一
の

場
所

で
あ

り
、

周
囲

を

ヤ
ナ

ギ
高

木
群

落
等

の
植

生
に

囲
ま

れ
て

い
る

た
め

自
然

度
が

高

い
。

現
地

調
査
に

お
い

て
は

、
止

水
性

の
昆

虫
類

の
生

息
が

確
認

さ

れ
た
他
、
両
生
類
の
産
卵
環
境
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た

、
哺

乳
類
の

足
跡

も
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

こ
れ

ら
の

動

物
の

採
餌

環
境
と

し
て

も
機

能
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

、
様

々
な

分

類
群
の
動

物
が
利
用
す
る
生
息
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
 

 

工 事 の 実 施 及 び 土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

工 事 の 実 施 及 び 施 設 の 存 在 等 

1
.
動
物
相
の
変
化
 

工
事

の
実

施
に
伴

い
、

対
象

事
業

実
施

区
域

の
植

栽
さ

れ
た

市
街

地
環

境
や

樹
木
は

一
部

を
除

き
消

失
す

る
が

、
周

辺
に

同
様

な
環

境

が
残

さ
れ

る
。
従

っ
て

、
対

象
事

業
実

施
区

域
に

は
一

時
的

に
動

物

が
生

息
で

き
な
く

な
る

も
の

の
、

予
測

地
域

の
動

物
の

主
な

生
息

環

境
の
変
化
は
小
さ
い
。
 

供
用

時
に

お
い
て

は
、

対
象

事
業

実
施

区
域

は
新

た
な

市
街

地
環

境
と

な
る

他
、
環

境
保

全
措

置
に

よ
り

緑
地

が
創

出
さ

れ
、

供
用

開

始
か

ら
数

年
後
に

は
植

栽
し

た
樹

木
等

が
生

長
し

、
現

況
と

同
程

度

の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
予

測
地

域
の

動
物

相
に

変
化

は
な

い
も

の
と

予
測
す
る
。
 

  

2
.
地
域
を
特
徴
づ
け
る
種
又
は
指
標
性
の
高
い
種
の
分
布
域
の
変
化
 

予
測

対
象

と
し
て

選
定

し
た

ツ
バ

メ
は

、
工

事
の

実
施

に
伴

い
繁

殖
環

境
で

あ
る
市

街
地

環
境

の
一

部
が

消
失

す
る

も
の

の
、

対
象

事

業
実

施
区

域
で
営

巣
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
周

辺
に

同
様

な
環

境

が
残

さ
れ

る
。
採

餌
環

境
で

あ
る

水
田

、
草

地
及

び
開

放
水

域
は

、

対
象

事
業

実
施
区

域
に

は
存

在
し

な
い

。
ま

た
、

本
種

は
対

象
事

業

実
施
区
域
よ
り
も
、
そ
の
周
辺
で
多
く
の
個
体
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

供
用

時
に

お
い
て

は
、

対
象

象
事

業
実

施
区

域
は

、
新

た
な

市
街

地

環
境

と
な

る
他
、

環
境

保
全

措
置

に
よ

り
緑

地
が

創
出

さ
れ

、
供

用

開
始

か
ら

数
年
後

に
は

、
現

況
と

同
程

度
の

環
境

に
な

る
も

の
と

考

え
ら

れ
る

。
以
上

の
こ

と
か

ら
、

本
種

の
分

布
域

に
変

化
は

な
い

も

の
と
予
測
す
る
。
 

予
測

対
象

と
し
て

選
定

し
た

ヤ
マ

カ
ガ

シ
及

び
ヒ

メ
ジ

ュ
ウ

ジ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
は
、

工
事

の
実

施
に

伴
い

生
息

環
境

で
あ

る
水

田
及

び

草
地

は
直

接
的
な

改
変

さ
れ

な
い

。
以

上
の

こ
と

か
ら

、
本

種
の

分

布
域
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

  

3
.
重
要
な
種
の
生
息
状
況
の
変
化
 

重
要

な
種

の
多
く

は
対

象
事

業
実

施
区

域
周

辺
を

生
息

環
境

と
し

て
お
り
、
工
事
の
実
施
に
伴
う
生
息
環
境
の
直
接
的
な
改
変
は
な
い
。

市
街

地
環

境
を
生

息
環

境
と

す
る

種
は

工
事

の
実

施
に

よ
り

、
一

時

的
に

生
息

環
境
の

一
部

を
消

失
す

る
が

、
周

辺
に

同
様

な
環

境
が

残

さ
れ

る
。

ま
た
、

い
ず

れ
の

種
も

、
対

象
事

業
実

施
区

域
以

外
で

多

く
の

個
体

が
確
認

さ
れ

て
い

る
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

い
ず

れ
の

種

に
つ

い
て

も
工
事

の
実

施
に

伴
う

影
響

は
な

い
、

ほ
と

ん
ど

変
化

は

な
い
又
は
変
化
は
小
さ
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

ま
た

、
供

用
開
始

時
に

は
、

対
象

事
業

実
施

区
域

は
新

た
な

市
街

地
環

境
と

な
る
他

、
環

境
保

全
措

置
に

よ
り

緑
地

が
創

出
さ

れ
、

数

年
後

に
は

植
栽
し

た
樹

木
等

が
生

長
し

、
現

況
と

同
程

度
の

環
境

に

な
る

も
の

と
考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

影
響

は
な

い
も

の
と

予

測
す
る
。
 

  

4
.
注
目
す
べ
き
生
息
地
の
変
化
 

工
事

の
実

施
に
伴

う
直

接
的

な
改

変
は

な
い

こ
と

か
ら

、
注

目
す

べ
き
生
息
地
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

      

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
建

設
機

械
は

、
低

騒
音

・
低

振
動

型
の

も
の

を
使

用
し

、
整

備
、

点
検

を
徹

底
し

た
う

え
、

不
要

な
ア

イ
ド

リ
ン

グ
や

空
ぶ

か
し

を

し
な

い
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
発

生
騒

音
・

振
動

が
極

力
少

な

く
な
る
施
工
方
法
や
手
順
を
十
分
に
検
討
し
、
集
中
稼
働
を
避
け
、

効
率

的
な

稼
働

に
努

め
る

。
ま

た
、

対
象

事
業

実
施

区
域

の
周

辺

の
可
能
な
範
囲
に
仮
囲
い
を
設
置
す
る
。
 

・
工

事
用

車
両

は
、

整
備

、
点

検
を

徹
底

し
た

う
え

、
不

要
な

ア
イ

ド
リ

ン
グ

や
空

ぶ
か

し
、

急
発

進
・

急
加

速
等

の
高

負
荷

運
転

防

止
等

の
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

工
事

用
車

両
が

集

中
し
な
い
よ
う
に
工
程
等
の
管
理
や
配
車
の
計
画
を
行
う
。
 

・「
我
孫
子
市
緑

地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の

基
準

で
は

、
市

街
化

調
整

区
域

の
事

業
所

等
に

お
け

る
、

空
地

面

積
に

対
し

緑
化

す
る

割
合

は
1
5
%
と

定
め

ら
れ

て
い

る
。

本
事

業

に
お

い
て

は
こ

の
基

準
を

踏
ま

え
、

敷
地

境
界

の
高

木
を

で
き

る

限
り

残
し

な
が

ら
、

空
地

面
積

に
対

し
て

1
5
%
以

上
の

緑
地

を
確

保
す
る
。
 

・
緑
化
に
あ
た

っ
て
は
、「

我
孫
子
市
緑
地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
緑
化
面
積

1
0
m
2
に
つ
き
、
中
高

木
2
本
以
上
（
中

木
：
高
さ

1
.
5
m
以
上
、
高
木
：
高
さ

3
m
以
上
）
、

低
木

8
本
以
上

（
高
さ

0
.
3
m
以

上
）
と
な
る
よ
う
に
植
栽
す
る
。
 

・
植

栽
す

る
樹

種
は

対
象

事
業

実
施

区
域

の
立

地
条

件
を

考
慮

し
、

で
き

る
限

り
周

辺
に

生
育

す
る

種
（

在
来

種
）

や
地

域
の

潜
在

自

然
植
生
に
即
し
た
樹
種
な
ど
を
多
く
用
い
る
も
の
と
す
る
。
 

  

1
.
構
成
生
物
の
種
類
組
成
の
多
様
性
の
保
全
に
対
す

る
適
切
な
配
慮
 

動
物
の
主
な
生
息
環
境
で
あ
る
対
象
事
業
実
施
区

域
周
辺
は
、
工
事
の
実
施
に

伴
う
直
接
的
な
改
変
は
な
い
。
一
方
、
対
象
事
業
実
施
区
域
に
つ
い
て
は
、
市
街

地
環

境
や

植
栽

さ
れ

た
樹

木
が

工
事

の
実

施
に

伴
い

一
部

を
除

き
一

時
的

に
消

失
す
る
が
、
周
辺
に
同
様
な
環
境
が
残
さ
れ
る
。
ま
た
、
供
用
開
始
時
に
は
新
た

な
市
街
地
環
境
と
な
る
他
、
左
記
に
示
し
た
環
境
保
全
措
置
に
よ
り
緑
地
が
創
出

さ
れ
、
供
用
開
始
か
ら
数
年
後
に
は
植
栽
し
た
樹
木
等
が
生
長
し
、
現
況
と
同
程

度
の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
重
要
な
種
の
適
切
な
保
全
 

重
要
な
種
の
多
く
は
対
象
事
業
実
施
区
域
周
辺
を

生
息
環
境
と
し
て
お
り
、
工

事
の
実
施
に
伴
う
生
息
環
境
の
直
接
的
な
改
変
は
な
い
。
一
方
、
対
象
事
業
実
施

区
域
を
生
息
環
境
と
す
る
一
部
の
種
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
実
施
に
伴
い
一
時
的

に
生
息
環
境
の
一
部
が
消
失
す
る
も
の
の
、
周
辺
に
主
要
な
生
息
環
境
を
含
む
同

様
な
環
境
が
残
さ
れ
る
。
ま
た
、
供
用
開
始
時
に
は
、
対
象
事
業
実
施
区
域
は
新

た
な
市
街
地
環
境
と
な
る
他
、
左
記
に
示
し
た
環
境
保
全
措
置
に
よ
り
緑
地
が
創

出
さ
れ
、
供
用
開
始
か
ら
数
年
後
に
は
植
栽
し
た
樹
木
等
が
生
長
し
、
現
況
と
同

程
度
の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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表
 
1
0
-
1
(
1
1
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
1
1
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

陸 水 生 物 

1
.
陸
水
生

物
相
 

(
1
)
魚
類
 

合
計

4
目

6
科

1
2
種
が
確
認
さ
れ
た
。
調
査
箇
所
は
水
田
地
帯

を
直
線
的
に
流
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
水
路
で
あ
り
、
オ
イ
カ

ワ
、
ウ
キ
ゴ
リ
、
旧
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類
等
の
主
に
河
川
の
中
・
下

流
域
や
用
水
路
等
の
環
境
に
生
息
す
る
種
が
確

認
さ
れ
た
。
 

 

(
2
)
底
生
動
物
 

合
計

7
綱

1
6
目

3
7
科

6
3
種
が
確
認
さ
れ
た
。
調
査
箇
所
は
水

田
地
帯
を
直
線
的
に
流
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
水
路
で
あ
り
、

主
に
河
川
の
中
・
下
流
域
や
用
水
路
等
の
環
境
に
生
息
す
る
種
が
確

認
さ
れ
た
。
 

  

2
.
重
要
な
種
 

確
認
さ
れ
た
動
物
の
う
ち
、
魚
類
は

3
目

4
科

4
種
、
底
生
動
物

は
2
綱

2
目

2
科

2
種
が
重
要

な
種
に
該
当
し
た
。
 

  

3
.
注
目
す
べ
き
生
息
地
 

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

 

工 事 の 実 施 

工 事 の 実 施 に よ る 陸 水 生 物 

1
.
陸
水
生
物
相
の
変
化
 

生
息

環
境

は
、
対

象
事

業
実

施
区

域
内

に
存

在
せ

ず
、

工
事

の
実

施
に

伴
う

直
接
的

な
改

変
は

な
い

。
工

事
の

実
施

に
お

い
て

、
降

雨

時
の
濁
水
の
発
生
は
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

予
測
地
域
の
陸
水
生
物
相
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

  

2
.
地
域
を
特
徴
づ
け
る
種
又
は
指
標
性
の
高
い
種
の
分
布
域
の
変
化
 

予
測

対
象

と
し
て

選
定

し
た

ド
ジ

ョ
ウ

及
び

ス
ジ

エ
ビ

は
、

工
事

の
実

施
に

伴
う
生

息
環

境
の

直
接

的
な

改
変

は
な

い
。

工
事

の
実

施

に
お

い
て

、
降
雨

時
の

濁
水

の
発

生
は

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

。

以
上

の
こ

と
か
ら

、
こ

れ
ら

の
生

息
状

況
に

変
化

は
な

い
も

の
と

予

測
す
る
。
 

  

3
.
重
要
な
種
の
生
息
状
況
の
変
化
 

重
要

な
種

（
ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

）
は

、
工

事
の

実
施

に
伴

う
生

息
環

境
の

直
接

的
な
改

変
は

な
い

。
以

上
の

こ
と

か
ら

、
本

種
の

分
布

域

に
変

化
は

な
い
も

の
と

予
測

す
る

。
工

事
の

実
施

に
お

い
て

、
降

雨

時
の
濁
水
の
発
生
は
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
生
息
状
況
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

                                    

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
中

に
お

け
る

雨
水

に
よ

る
濁

水
を

防
止

す
る

た
め

、
工

事
作

業
範

囲
の

雨
水

を
仮

設
沈

砂
池

に
集

水
し

、
濁

水
処

理
を

し
た

う

え
で
公
共
用
水
域
へ
放
流
す
る
。
 

・
仮

設
沈

砂
池

の
貯

水
容

量
を

決
定

す
る

際
に

は
、

排
水

が
、

並
雨

時
の

布
湖

排
水

路
の

浮
遊

物
質

量
程

度
の

水
質

と
な

る
よ

う
配

慮

し
、

規
模

等
が

不
足

す
る

場
合

に
は

、
濁

水
処

理
プ

ラ
ン

ト
を

設

置
す
る
。
 

・
仮

設
沈

砂
池

は
十

分
な

貯
水

容
量

を
確

保
す

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て
堆
砂
を
除
去
す
る
。
 

・
工

事
中

の
段

階
的

な
切

り
盛

り
工

事
の

実
施

等
の

工
事

計
画

の
検

討
に

よ
り

、
一

時
的

な
広

範
囲

の
裸

地
化

を
抑

制
し

、
工

事
区

域

外
か
ら
の
雨
水
の
流
入
を
抑
制
す
る
。
 

・
舗

装
工

事
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

に
伴

う
排

水
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応
じ
て
中
和
処
理
を
行
う
。
 

・
仮
設
沈
砂
池

か
ら
の
放
流
時
に
濁
度
及
び
水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
p
H
）

を
測
定
し
、
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
豪
雨
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
造
成
工
事
を
行
わ
な
い
。
 

・
豪

雨
が

見
込

ま
れ

る
場

合
は

、
シ

ー
ト

等
に

よ
り

裸
地

面
を

被
覆

す
る
こ
と
に
よ
り
、
濁
水
の
発
生
を
軽
減
す
る
。
 

 

1
.
構
成
生
物
の
種
類
組
成
の
多
様
性
の
保
全
に
対
す
る
適
切
な
配
慮
 

陸
水

生
物

の
生

息
地

で
あ

る
水

域
は

対
象

事
業

実
施

区
域

内
に

は
存

在
し

な

い
こ
と
か
ら
、
事
業
の
実
施
に
伴
う
直
接
的
な
改
変
は
な
い
。
ま
た
、
工
事
の
実

施
に
お
い
て
、
左
記
に
示
し
た
濁
水
対
策
を
講
じ
る
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予

測
地
域
の
陸
水
生
物
相
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
重
要
な
種
の
適
切
な
保
全
 

重
要
な
種
（
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
）
に
つ
い
て
は
、
生
息
地
で
あ
る
水
域
は
対
象
事

業
実
施
区
域
内
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
の
実
施
に
伴
う
直
接
的
な
改

変
は
な
い
。
ま
た
、
工
事
の
実
施
に
お
い
て
、
左
記
に
示
し
た
濁
水
対
策
を
講
じ

る
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
種
の
生
息
状
況
に
変

化
は
な
い
も
の
と
予
測
さ
れ

る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

3
.
対
象
事
業
実
施
区
域
の
上
・
下
流
の
陸
水
生
物
に
対
し
て
与
え
る
影
響
の
程
度

が
軽
微
で
あ
る
こ
と
 

対
象
事
業
実
施
区
域
の
下
流
側
に
つ
い
て
は
、
土
砂
の
掘
削
や
裸
地
の
出
現
等

に
よ
る
降
雨
時
の
濁
水
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
左
記
に
示
し
た
濁
水
対

策
を
講
じ
る
た
め
影
響
は
軽
微
で
あ
る
。
ま
た
、
上
流
側
に
は
事
業
の
実
施
に
よ

る
影
響
は
及
ば
な
い
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 



 
1
0-
2
4 

 

 
（

余
白

）
 

 



 
1
0-
2
5 

 

表
 
1
0
-
1
(
1
2
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
1
2
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

生 態 系 

1
.
環
境
類

型
区
分
 

調
査

地
域

は
利
根

川
沿

い
に

位
置

し
、

堤
防

沿
い

の
緩

斜
面

を
除

け
ば

北
側

の
利
根

川
の

河
川

敷
と

南
側

の
水

田
地

帯
と

い
っ

た
平

坦

地
が

大
部

分
を
占

め
て

い
る

。
ま

た
、

調
査

地
域

に
利

根
川

は
含

ま

れ
な

い
も

の
の
、

対
象

事
業

実
施

区
域

南
側

を
南

東
方

向
へ

流
れ

る

布
湖

排
水

路
の
他

、
北

側
の

利
根

川
河

川
敷

に
は

小
規

模
な

た
ま

り

と
い
っ
た

水
域
が
存
在
す
る
。
 

調
査

地
域

で
最
も

大
き

い
面

積
を

占
め

る
環

境
類

型
区

分
は

水
田

で
あ
り
、

全
体
の
約

3
7
%
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
草
地
（
約

3
6
%
）
、

市
街

地
（

約
2
2%
）

の
順

に
面

積
が

大
き

く
、

樹
林

地
は

全
体

の
約

3
%
と

小
さ

い
。
ま

た
、

対
象

事
業

実
施

区
域

は
、

全
て

市
街

地
で

構

成
さ
れ
て
い
る
。
 

  

2
.
生
態
系
構
成
要
素
 

生
態

系
の

上
位
性

の
代

表
種

は
ア

カ
ギ

ツ
ネ

、
サ

シ
バ

、
ア

オ
サ

ギ
等

が
該

当
す
る

。
典

型
性

の
代

表
種

は
、

タ
ヌ

キ
、

ス
ズ

メ
、

ニ

ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
、
水
田
雑
草
群
落
等
が
該
当
す
る
。
 

  

3
.
注
目
種
等
の
選
定
 

生
態

系
の

上
位
性

の
注

目
種

は
、

ア
オ

サ
ギ

、
チ

ョ
ウ

ゲ
ン

ボ
ウ

を
選
定
し
た
。
典
型
性
の
注
目
種
は
、
オ
ギ
群
衆

、
水
田
雑
草
群
落
、

ア
ズ

マ
モ

グ
ラ
、

ニ
ホ

ン
ヤ

モ
リ

、
ニ

ホ
ン

ア
マ

ガ
エ

ル
、

ヒ
メ

ナ

ガ
カ
メ
ム
シ
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
を
選
定
し
た
。
 

 

工 事 の 実 施 及 び 土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

工 事 の 実 施 及 び 施 設 の 存 在 等 に よ る 生 態 系 

1
.
注
目
種
等
の
生
育
・
生
息
状
況
の
変
化
 

注
目

種
種

の
多
く

は
対

象
事

業
実

施
区

域
周

辺
を

生
息

環
境

と
し

て
お
り
、
工
事
の
実
施
に
伴
う
生
息
環
境
の
直
接
的
な
改
変
は
な
い
。

市
街

地
環

境
を
生

息
環

境
と

す
る

種
は

工
事

の
実

施
に

よ
り

、
一

時

的
に

生
息

環
境
の

一
部

を
消

失
す

る
が

、
周

辺
に

同
様

な
環

境
が

残

さ
れ

る
。

ま
た
、

い
ず

れ
の

種
も

、
対

象
事

業
実

施
区

域
以

外
で

多

く
の

個
体

が
確
認

さ
れ

て
い

る
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

い
ず

れ
の

種

に
つ

い
て

も
工
事

の
実

施
に

伴
う

影
響

は
な

い
、

ほ
と

ん
ど

変
化

は

な
い
又
は
変
化
は
小
さ
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

ま
た

、
供

用
開
始

時
に

は
、

対
象

事
業

実
施

区
域

は
新

た
な

市
街

地
環

境
と

な
る
他

、
環

境
保

全
措

置
に

よ
り

緑
地

が
創

出
さ

れ
、

数

年
後

に
は

植
栽
し

た
樹

木
等

が
生

長
し

、
現

況
と

同
程

度
の

環
境

に

な
る

も
の

と
考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

影
響

は
な

い
も

の
と

予

測
す
る
。
 

  

2
.
予
測
地
域
の
生
態
系
の
変
化
 

工
事

の
実

施
に
伴

い
対

象
事

業
実

施
区

域
に

存
在

す
る

市
街

地
が

工
事

区
域

へ
移
行

す
る

た
め

、
工

事
の

実
施

中
は

予
測

地
域

に
占

め

る
市
街
地
の
割
合

2
2
.
2
1
%
の
う
ち
、
1
0
.
2
9
%
が
生
物
の
生
育
・
生
息

環
境
と
し
て
機
能
し
な
く
な
る
。
し
か
し
、
対
象
事
業
実
施
区
域
は
、

周
辺

域
を

含
め
た

予
測

地
域

の
中

で
、

注
目

種
等

の
主

要
な

生
息

環

境
に

な
っ

て
お
ら

ず
、

周
辺

に
同

様
な

環
境

が
残

さ
れ

る
。

ま
た

、

間
接

的
な

影
響
と

し
て

、
建

設
機

械
の

稼
働

に
よ

る
騒

音
及

び
振

動

に
対

し
て

の
一
時

的
な

忌
避

反
応

、
降

雨
時

の
濁

水
の

発
生

が
考

え

ら
れ

る
。

こ
の
た

め
、

環
境

保
全

措
置

に
示

す
騒

音
・

振
動

対
策

及

び
濁
水
対
策
を
講
じ
る
計
画
で
あ
る
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
工

事
の

実
施

時
に

お
け

る
予

測
地

域
の

生
態

系
の
変
化
は
小
さ
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

一
方

、
供

用
開
始

時
に

は
、

対
象

事
業

実
施

区
域

は
新

た
な

市
街

地
環

境
と

な
る
他

、
環

境
保

全
措

置
に

よ
り

緑
地

が
創

出
さ

れ
、

供

用
開

始
か

ら
数
年

後
に

は
植

栽
し

た
樹

木
等

が
生

長
し

、
現

況
と

同

程
度
の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
供

用
開

始
時

及
び

供
用

数
年

後
の

予
測

地
域

の
生
態
系
に
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

                      

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
中

に
お

け
る

雨
水

に
よ

る
濁

水
を

防
止

す
る

た
め

、
工

事
作

業
範

囲
の

雨
水

を
仮

設
沈

砂
池

に
集

水
し

、
濁

水
処

理
を

し
た

う

え
で
公
共
用
水
域
へ
放
流
す
る
。
 

・
仮

設
沈

砂
池

の
貯

水
容

量
を

決
定

す
る

際
に

は
、

排
水

が
、

並
雨

時
の

布
湖

排
水

路
の

浮
遊

物
質

量
程

度
の

水
質

と
な

る
よ

う
配

慮

し
、

規
模

等
が

不
足

す
る

場
合

に
は

、
濁

水
処

理
プ

ラ
ン

ト
を

設

置
す
る
。
 

・
仮

設
沈

砂
池

は
十

分
な

貯
水

容
量

を
確

保
す

る
た

め
、

必
要

に
応

じ
て
堆
砂
を
除
去
す
る
。
 

・
工

事
中

の
段

階
的

な
切

り
盛

り
工

事
の

実
施

等
の

工
事

計
画

の
検

討
に

よ
り

、
一

時
的

な
広

範
囲

の
裸

地
化

を
抑

制
し

、
工

事
区

域

外
か
ら
の
雨
水
の
流
入
を
抑
制
す
る
。
 

・
舗

装
工

事
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

に
伴

う
排

水
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応
じ
て
中
和
処
理
を
行
う
。
 

・
仮
設
沈
砂
池

か
ら
の
放
流
時
に
濁
度
及
び
水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
p
H
）

を
測
定
し
、
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
豪
雨
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
造
成
工
事
を
行
わ
な
い
。
 

・
豪

雨
が

見
込

ま
れ

る
場

合
は

、
シ

ー
ト

等
に

よ
り

裸
地

面
を

被
覆

す
る
こ
と
に
よ
り
、
濁
水
の
発
生
を
軽
減
す
る
。
 

・
建

設
機

械
は

、
低

騒
音

・
低

振
動

型
の

も
の

を
使

用
し

、
整

備
、

点
検

を
徹

底
し

た
う

え
、

不
要

な
ア

イ
ド

リ
ン

グ
や

空
ぶ

か
し

を

し
な

い
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
発

生
騒

音
・

振
動

が
極

力
少

な

く
な
る
施
工
方
法
や
手
順
を
十
分
に
検
討
し
、
集
中
稼
働
を
避
け
、

効
率

的
な

稼
働

に
努

め
る

。
ま

た
、

対
象

事
業

実
施

区
域

の
周

辺

の
可
能
な
範
囲
に
仮
囲
い
を
設
置
す
る
。
 

・
工

事
用

車
両

は
、

整
備

、
点

検
を

徹
底

し
た

う
え

、
不

要
な

ア
イ

ド
リ

ン
グ

や
空

ぶ
か

し
、

急
発

進
・

急
加

速
等

の
高

負
荷

運
転

防

止
等

の
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

工
事

用
車

両
が

集

中
し
な
い
よ
う
に
工
程
等
の
管
理
や
配
車
の
計
画
を
行
う
。
 

・「
我
孫
子
市
緑

地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の

基
準

で
は

、
市

街
化

調
整

区
域

の
事

業
所

等
に

お
け

る
、

空
地

面

積
に

対
し

緑
化

す
る

割
合

は
1
5
%
と

定
め

ら
れ

て
い

る
。

本
事

業

に
お

い
て

は
こ

の
基

準
を

踏
ま

え
、

敷
地

境
界

の
高

木
を

で
き

る

限
り

残
し

な
が

ら
、

空
地

面
積

に
対

し
て

1
5
%
以

上
の

緑
地

を
確

保
す
る
。
 

・
緑
化
に
あ
た

っ
て
は
、「

我
孫
子
市
緑
地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
緑
化
面
積

1
0
m
2
に
つ
き
、
中
高

木
2
本
以
上
（
中

木
：
高
さ

1
.
5
m
以
上
、
高
木
：
高
さ

3
m
以
上
）
、

低
木

8
本
以
上

（
高
さ

0
.
3
m
以

上
）
と
な
る
よ
う
に
植
栽
す
る
。
 

・
植

栽
す

る
樹

種
は

対
象

事
業

実
施

区
域

の
立

地
条

件
を

考
慮

し
、

で
き

る
限

り
周

辺
に

生
育

す
る

種
（

在
来

種
）

や
地

域
の

潜
在

自

然
植
生
に
即
し
た
樹
種
な
ど
を
多
く
用
い
る
も
の
と
す
る
。
 

 

1
.
対
象
事
業
実
施
区
域
内
で
の
保
全
対
策
が
可
能
な
限
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
実
効
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
 

対
象
事
業
実
施
区
域
は
、
工
事
の
実
施
に
伴
い
一
時
的
に
生
物
の
生
育
・
生
息

環
境
と
し
て
機
能
し
な
く
な
る
も
の
の
、
注
目
種
等
の
主
要
な
生
息
環
境
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
周
辺
に
同
様
な
環
境
が
残
さ
れ
る
。
ま
た
、
供
用
開
始
時
に
は
新
た

な
市
街
地
環
境
と
な
る
他
、
左
記
に
示
す
環
境
保
全

措
置
に
よ
り
緑
地
が
創
出
さ

れ
、
供
用
開
始
か
ら
数
年
後
に
は
植
栽
し
た
樹
木
等
が
生
長
し
、
現
況
と
同
程
度

の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
対
象
事
業
実
施
区
域
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
措
置
の
計

画
が
明
確
で
あ
り
、
保
全
対
策
が
可
能
な
限
り
実
施
さ
れ
、
か
つ
実
効
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る
環
境

影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
注
目
種
等
の
適
切
な
保
全
 

注
目
種
等
の
多
く
は
対
象
事
業
実
施
区
域
の
周
辺
域
を
生
育
・
生
息
環
境
と
し

て
お
り
、
工
事
の
実
施
に
伴
う
直
接
的
な
改
変
は
な

い
。
一
方
、
対
象
事
業
実
施

区
域
を
生
息
環
境
と
す
る
一
部
の
種
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
実
施
に
伴
い
一
時
的

に
生
息
環
境
の
一
部
が
消
失
す
る
も
の
の
、
周
辺
に
主
要
な
生
息
環
境
を
含
む
同

様
な
環
境
が
残
さ
れ
る
。
ま
た
、
供
用
開
始
時
に
は

、
対
象
事
業
実
施
区
域
は
新

た
な
市
街
地
環
境
と
な
る
他
、
左
記
に
示
し
た
環
境

保
全
措
置
に
よ
り
緑
地
が
創

出
さ
れ
、
供
用
開
始
か
ら
数
年
後
に
は
植
栽
し
た
樹
木
等
が
生
長
し
、
現
況
と
同

程
度
の
環
境
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

  

3
.
周
辺
の
生
態
系
の
保
全
に
対
す
る
適
切
な
配
慮
 

対
象
事
業
実
施
区
域
の
周
辺
域
で
は
、
工
事
の
実
施
に
伴
う
直
接
的
な
改
変
は

な
い
。
ま
た
、
周

辺
の
生
態
系
に
対
す
る
間
接
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
左
記
に

示
す
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
計
画
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
供
用
開
始
時
に
は
、
対

象
事
業
実
施
区
域
は
新
た
な
市
街
地
環
境
と
な
る
他
、
環
境
保
全
措
置
に
よ
り
緑

地
が
創
出
さ
れ
、
供
用
開
始
か
ら
数
年
後
に
は
植
栽
し
た
樹
木
等
が
生
長
し
、
現

況
と

同
程

度
の

環
境

に
な

り
、

生
態

系
の

連
続

性
が

確
保

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
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表
 
1
0
-
1
(
1
3
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
1
3
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

調
査
の
結
果
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

景 観 

1
.
主
要
な

眺
望
点
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
 

主
要
な

眺
望
点

7
地
点
で
の
現
地
調
査
の
結
果
、
対
象
事
業
実
施

区
域

全
体

が
視
認

さ
れ

た
の

は
気

象
台

記
念

公
園

、
ハ

ケ
の

道
の

迷

路
及
び
利

根
川
展
望
台
の

3
地

点
、
現
施
設
の
煙
突
の
み
視
認
さ
れ

た
の
は
布

佐
北
面
の
里
の
道
及
び
利
根
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園
の

2
地
点

で
あ

り
、

古
利
根

沼
及

び
宮

の
森

公
園

で
は

対
象

事
業

実
施

区
域

は

視
認

さ
れ

な
か
っ

た
。

ま
た

、
各

調
査

地
点

に
お

い
て

、
季

節
変

化

に
伴

う
対

象
事
業

実
施

区
域

の
視

認
状

況
に

ほ
と

ん
ど

変
化

は
な

か

っ
た
。
 

  

2
.
地
域
の

景
観
の
特
性
 

対
象

事
業

実
施
区

域
は

、
主

に
現

施
設

等
の

建
築

物
の

他
、

樹
木

等
で

構
成

さ
れ
て

い
る

。
ま

た
、

対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

の
南

側

は
主

に
水

田
や
樹

木
と

い
っ

た
緑

地
で

構
成

さ
れ

て
お

り
、

南
側

か

ら
対

象
事

業
実
施

区
域

周
辺

を
望

む
場

合
、

利
根

水
郷

ラ
イ

ン
か

ら

臨
む

緑
の

帯
（
斜

面
林

を
含

む
我

孫
子

市
の

田
園

景
観

）
の

景
観

資

源
を

有
す

る
農
業

地
域

の
景

観
の

特
性

を
呈

し
て

い
る

。
一

方
、

対

象
事

業
実

施
区
域

周
辺

の
北

側
は

主
に

河
川

の
他

、
草

地
や

樹
木

と

い
っ

た
緑

地
で
構

成
さ

れ
て

お
り

、
北

側
か

ら
対

象
事

業
実

施
区

域

周
辺

を
望

む
場
合

、
利

根
川

の
景

観
資

源
を

有
す

る
河

川
の

自
然

景

観
の
特
性

を
呈
し
て
い
る
。
 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

施 設 の 存 在 等 に よ る 景 観 

1
.
主
要
な
眺
望
点
及
び
眺
望
景
観
の
変
化
 

主
要
な
眺
望
点

7
地
点
で
の
予
測
の
結
果
、
気
象
台
記
念
公
園
、

布
佐

北
面

の
里
の

道
、

利
根

川
展

望
台

、
利

根
川

ゆ
う

ゆ
う

公
園

の

5
地

点
に

つ
い
て

は
、

対
象

事
業

実
施

区
域

の
一

部
も

し
く

は
全

体

が
視

認
さ

れ
る
も

の
の

、
現

施
設

と
変

わ
ら

な
い

た
め

、
景

観
構

成

要
素

は
ほ

と
ん
ど

変
化

し
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

眺
望

景
観

に
ほ

と

ん
ど
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

ハ
ケ

の
道

の
迷
路

に
つ

い
て

は
、

現
施

設
よ

り
も

大
き

な
ま

と
ま

り
と

し
て

認
識
さ

れ
る

よ
う

に
な

る
た

め
眺

望
景

観
は

変
化

す
る

。

し
か

し
、

建
築
物

は
自

然
や

農
業

と
調

和
す

る
色

彩
と

す
る

こ
と

か

ら
、
そ
の
違
和
感
は
小
さ
い
。
 

古
利
根
沼
、
宮
の
森
公
園
で
は
、
新
施
設
は
視
認
で
き
な
い
た
め
、

眺
望
景
観
に
変
化
は
な
い
。
 

  

2
.
地
域
の
景
観
特
性
の
変
化
 

供
用

時
に

お
け
る

予
測

地
域

の
景

観
は

、
現

況
と

同
様

に
、

南
側

か
ら

望
む

場
合
田

園
風

景
の

景
観

資
源

を
有

す
る

農
業

地
域

の
景

観

の
特

性
を

、
北
側

か
ら

望
む

場
合

利
根

川
流

域
の

景
観

資
源

を
有

す

る
河

川
の

自
然
景

観
の

特
性

を
呈

し
て

い
る

。
一

方
、

新
廃

棄
物

処

理
施

設
及

び
リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

距
離

が
近

く
、

建
屋

や

煙
突

を
見

通
す
こ

と
の

で
き

る
地

点
に

つ
い

て
は

、
現

施
設

よ
り

も

建
物

部
分

が
大
き

く
視

認
さ

れ
る

も
の

の
、

右
記

に
示

す
緑

化
計

画

及
び

景
観

計
画
に

よ
り

、
周

囲
の

緑
地

や
農

業
地

域
の

景
観

と
調

和

が
図
ら
れ
る
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
地

域
の

景
観

特
性

の
変

化
は

小
さ

い
も

の
と

予
測
す
る
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・「
我
孫
子
市
緑

地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の

基
準

で
は

、
市

街
化

調
整

区
域

の
事

業
所

等
に

お
け

る
、

空
地

面

積
に

対
し

緑
化

す
る

割
合

は
1
5
%
と

定
め

ら
れ

て
い

る
。

本
事

業

に
お

い
て

は
こ

の
基

準
を

踏
ま

え
、

敷
地

境
界

の
高

木
を

で
き

る

限
り

残
し

な
が

ら
、

空
地

面
積

に
対

し
て

1
5
%
以

上
の

緑
地

を
確

保
す
る
。
 

・
緑
化
に
あ
た

っ
て
は
、「

我
孫
子
市
緑
地
等
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
緑
化
面
積

1
0
m
2
に
つ
き
、
中
高

木
2
本
以
上
（
中

木
：
高
さ

1
.
5
m
以
上
、
高
木
：
高
さ

3
m
以
上
）
、

低
木

8
本
以
上

（
高
さ

0
.
3
m
以

上
）
と
な
る
よ
う
に
植
栽
す
る
。
 

・
植

栽
す

る
樹

種
は

対
象

事
業

実
施

区
域

の
立

地
条

件
を

考
慮

し
、

で
き

る
限

り
周

辺
に

生
育

す
る

種
（

在
来

種
）

や
地

域
の

潜
在

自

然
植
生
に
即
し
た
樹
種
な
ど
を
多
く
用
い
る
も
の
と
す
る
。
 

・
対

象
事

業
実

施
区

域
は

、
我

孫
子

市
の

「
景

観
形

成
基

本
計

画
」

で
策

定
さ

れ
て

い
る

地
区

別
景

観
形

成
方

針
に

お
い

て
、

湖
北

地

区
農

村
集

落
地

景
観

形
成

エ
リ

ア
と

し
て

、
農

地
や

斜
面

緑
地

な

ど
の

環
境

の
保

全
を

図
る

と
と

も
に

こ
れ

ら
と

調
和

し
た

景
観

整

備
を

進
め

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
周

辺
環

境
と

調

和
し

た
施

設
の

修
景

と
し

て
は

、
我

孫
子

市
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー

「
ア

ビ
ス

タ
」

や
他

自
治

体
の

事
例

を
参

考
に

、
壁

面
を

自
然

や

農
業

と
調

和
す

る
色

彩
と

し
、

煙
突

や
工

作
物

を
な

る
べ

く
目

立

た
な
く
す
る
等
の
工
夫
に
努
め
る
計
画
で
あ
る
。
 

 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価

 

主
要
な
眺
望
点
の
眺
望
景
観
に
つ
い
て
は
、
ハ
ケ
の
道
の
迷
路
を
除
く
調
査
地

点
の
眺
望
景
観
に
変
化
は
な
い
又
は
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
と
予
測
さ
れ
る
。
一

方
、
ハ
ケ
の
道
の
迷
路
に
つ
い
て
は
、
対
象
事
業
実
施
区
域
の
建
築
物
等
が
現
施

設
よ

り
も

大
き

な
ま

と
ま

り
と

し
て

認
識

さ
れ

る
よ

う
に

な
る

た
め

眺
望

景
観

は
変
化
す
る
。
し
か
し
、
建
築
物
は
自
然
や
農
業
と
調
和
す
る
色
彩
と
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
違
和
感
は
小
さ
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
調
査
地
点
の
主

要
な
景
観
資
源
で
あ
る
斜
面
林
を
含
む
田
園
景
観
そ
の
も
の
は
変
化
せ
ず
、
維
持

さ
れ
る
と
予
測
す
る
。
 

地
域
の
景
観
特
性
に
つ
い
て
は
、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
距
離
が
近
く
、
建
屋
や
煙
突
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
地
点
に
お
い

て
、
現
施
設
よ
り
も
建
物
部
分
が
大
き
く
視
認
さ
れ
る
も
の
の
、
左
記
に
示
す
緑

化
計
画
及
び
施
設
壁
面
の
景
観
計
画
に
よ
り
、
周
囲
の
緑
地
や
農
業
地
域
の
景
観

と
調
和
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
景
観
特
性
の
変
化
は
小
さ
い
も
の
と
予

測
さ
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
 

 

人 と 自 然 と の 触 れ 合 い の 活 動 の 場 

1
.
人
と
自

然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
概
況
 

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場

8
地
点
で
の
現
地

調
査

の
結

果
、
利

根
川

は
「

小
堀

の
渡

し
」

が
運

航
す

る
他

、
河

川

敷
は

「
利

根
川
ゆ

う
ゆ

う
公

園
」

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
る

。
古

利

根
沼

（
我

孫
子
市

、
取

手
市

）
は

、
往

時
の

面
影

を
と

ど
め

る
風

景

を
も

ち
、

釣
り
場

と
し

て
親

し
ま

れ
て

い
る

。
利

根
川

ゆ
う

ゆ
う

公

園
は

、
自

然
観
察

ゾ
ー

ン
や

ス
ポ

ー
ツ

ゾ
ー

ン
等

が
整

備
さ

れ
て

い

る
。

布
佐

北
面
の

里
の

道
や

ハ
ケ

の
道

の
迷

路
は

、
斜

面
林

や
田

ん

ぼ
が

広
が

る
景
観

を
有

す
る

。
葺

不
合

神
社

は
我

孫
子

市
指

定
文

化

財
で

あ
り

、
散
策

ル
ー

ト
の

見
ど

こ
ろ

の
一

つ
と

し
て

紹
介

さ
れ

て

い
る

。
利

根
川
サ

イ
ク

リ
ン

グ
コ

ー
ス

は
、

利
根

川
の

堤
防

道
路

上

に
あ
る
。
 

  

2
.
主

要
な

人
と
自

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

の
分

布
、

利
用

の

状
況
及
び
利
用
環
境
の
状
況
 

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場

8
地
点
で
の
現
地

調
査
の
結
果
、
利
根
川
や
古
利
根
沼
（
我
孫
子
市
、
取
手
市
）
、
利
根

川
ゆ

う
ゆ

う
公
園

は
、

釣
り

、
ス

ポ
ー

ツ
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の

場
と

し
て

利
用
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

布
佐

北
面

の
里

の
道

、
ハ

ケ

の
道

の
迷

路
は
散

策
の

場
と

し
て

、
葺

不
合

神
社

は
紅

葉
狩

り
等

、

利
根

川
サ

イ
ク
リ

ン
グ

コ
ー

ス
は

サ
イ

ク
リ

ン
グ

、
散

策
の

場
と

し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
 

 

工 事 の 実 施 及 び 土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

工 事 車 両 及 び 廃 棄 物 運 搬 車 両 等 の 走 行 に 伴 う 人 と 自 然 と の 触 れ 合 い の 活 動 の 場 

1
.
工
事
の
実
施
 

工
事
用
車
両
の
走
行
ル
ー
ト
と
隣
接
す
る
場
に
つ
い
て
、
大
気
質
、

騒
音

等
の

影
響
が

考
え

ら
れ

る
も

の
の

、
予

測
結

果
で

は
い

ず
れ

も

評
価

基
準

を
満
足

す
る

。
さ

ら
に

、
本

事
業

で
は

環
境

保
全

措
置

を

実
施
し
、
適
切
な
大
気
汚
染
対
策
等
を
講
じ
る
計
画
で
あ
る
。
 

ま
た

、
工

事
用
車

両
の

走
行

ル
ー

ト
と

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
が

一
部

重
複

す
る

場
に
つ

い
て

、
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
車

両
台

数
が

増
加

す

る
も

の
の

、
現
地

調
査

で
は

渋
滞

は
み

ら
れ

ず
、

利
用

者
の

多
く

な

る
日

曜
日

・
休
日

は
工

事
を

実
施

し
な

い
こ

と
か

ら
、

渋
滞

が
発

生

す
る

可
能

性
は
小

さ
い

と
考

え
ら

れ
る

。
さ

ら
に

、
本

事
業

で
は

、

工
事

用
車

両
が
集

中
し

な
い

よ
う

に
工

程
等

の
管

理
や

配
車

の
計

画

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
利

便
性

、
快

適
性

及
び

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
等

の
利
用
環
境
の
変
化
は
小
さ
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

  

2
.
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
 

廃
棄

物
運

搬
車
両

の
走

行
ル

ー
ト

と
隣

接
す

る
場

に
お

い
て

、
廃

棄
物

運
搬

車
両
の

走
行

に
伴

う
大

気
質

、
騒

音
等

の
影

響
が

考
え

ら

れ
る

も
の

の
、
廃

棄
物

運
搬

車
両

の
走

行
ル

ー
ト

は
現

況
と

同
様

で

あ
り

、
走

行
台
数

は
現

況
と

同
等

か
そ

れ
以

下
と

な
る

た
め

、
周

辺

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。
 

ま
た

、
廃

棄
物
運

搬
車

両
の

走
行

ル
ー

ト
と

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
が

一
部

重
複

す
る
も

の
の

、
廃

棄
物

運
搬

車
両

の
走

行
ル

ー
ト

は
現

況

と
同

様
で

あ
り
、

走
行

台
数

は
現

況
と

同
等

か
そ

れ
以

下
と

な
る

た

め
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
利
用
状
況
に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。
 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
利

便
性

、
快

適
性

及
び

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
等

の
利
用
環
境
に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工

事
用

車
両

は
、

可
能

な
限

り
最

新
排

出
ガ

ス
規

制
適

合
車

を
使

用
し

、
整

備
、

点
検

を
徹

底
し

た
う

え
、

不
要

な
ア

イ
ド

リ
ン

グ

や
空

ぶ
か

し
、

急
発

進
・

急
加

速
な

ど
の

高
負

荷
運

転
防

止
等

の

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
工

事
用

車
両

が
集

中
し

な

い
よ
う
に
工
程
等
の
管
理
や
配
車
の
計
画
を
行
う
。
 

・
工

事
用

車
両

は
、

洗
車

を
行

い
、

構
内

で
車

輪
・

車
体

等
に

付
着

し
た

土
砂

を
十

分
除

去
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

後
に

退
出

さ
せ

る
。
 

・
工

事
用

車
両

は
、

整
備

、
点

検
を

徹
底

し
た

う
え

、
不

要
な

ア
イ

ド
リ

ン
グ

や
空

ぶ
か

し
、

急
発

進
・

急
加

速
な

ど
の

高
負

荷
運

転

防
止

等
の

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
工

事
用

車
両

が

集
中
し
な
い
よ
う
に
工
程
等
の
管
理
や
配
車
の
計
画
を
行
う
。
 

1
.
環
境
の
保
全
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い
る
か
の
評
価
 

(
1
)
工
事
の
実
施
 

工
事

の
実

施
に

際
し

て
は

、
左

記
に

示
す

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

こ
と

か

ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
が
で
き

る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

(
2
)
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
 

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
に
際
し
て
は
、
廃
棄
物
運
搬
車
両
の
走
行

ル
ー
ト
は
現
況
と
同
様
で
あ
り
、
走
行
台
数
は
現
況
と
同
等
か
そ
れ
以
下
と
な
る

た
め
、
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
の
利
便
性
、
快
適
性
及
び

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
等

の
利

用
環

境
に

ほ
と

ん
ど

変
化

は
な

い
も

の
と

予
測

さ
れ

る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
対
象
事
業
に
係
る

環
境
影
響
が
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
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表
 
1
0
-
1
(
1
4
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
1
4
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
果
 

廃 棄 物 

工 事 の 実 施 

工 事 の 実 施 に よ る 廃 棄 物 

1
.
建
設
廃
棄
物
 

発
生
す
る
廃
棄
物
は
、
5
1
7
t
と
予
測
す
る
。
こ
の
う
ち
、
金
属
く
ず
（
1
0
t
）
は
製

鉄

等
原
料
と
し
て
売
却
す
る
こ
と
か
ら
、
排
出
量
は

5
0
8
t
と
な
る

。
 

排
出
す
る
廃
棄
物
の
う
ち
、
特
定
建
設
資
材
廃
棄
物
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
ア

ス

フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
及
び
建
設
発
生
木
材
に
つ
い
て
は
、
再
資
源
化
率
を
い

ず

れ
も

1
0
0
%
と
し
、
こ
れ
ら
の
処
分
量
を

0
t
と
す
る
。
ま
た
、
紙
く
ず
（
7
t
）
は
再
資
源

化
に
よ
り
処
分
量
を

0
t
と
す
る

こ
と
か
ら
、
処
分
量
は
、
ガ
ラ
ス
及
び
陶
磁
器
く
ず
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
石
膏
ボ
ー
ド
、
そ
の
他
及
び
混
合
廃
棄
物
の
合
計
で
あ
る

2
4
8
t
と
予

測
す
る
。
 

 

2
.
現
施
設
の
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄
に
伴
う
廃
棄
物
 

発
生
す
る
廃
棄

物
は
、
1
1
,
9
4
0
t
と
予
測
す
る

。
こ
の
う
ち
、

金
属
く
ず
（
3
4
2
t
）
は

製
鉄
等
原
料
と
し
て
売
却
す
る
こ
と
か
ら
、
排
出
量
は

1
1
,
5
9
9
t
と
な
る
。
 

排
出
す
る
廃
棄
物
の
う
ち
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊

及
び
建
設
発
生
木
材
に
つ
い
て
は
、
再
資

源
化
率
を
い
ず
れ
も

1
0
0
%
と
し
、
こ
れ
ら
の
処

分
量
を

0
t
と
す

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
処
分
量
は
、
6
4
3
t
と
な
る
も
の
と
予
測
す
る
。
 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し

、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
再
資
源
化
に
よ
る
廃
棄
物
処
分
量
の
抑
制
の
た
め
、
金
属
く
ず
を
有
効
利
用
す
る
。
 

・
再
資
源
化
に
よ
る
廃
棄
物
処
分
量
の
抑
制
の
た
め
、
紙
く
ず
の
再
資
源
化
を
行
う
。
 

・
特
定
建
設
資
材
廃
棄
物
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
及

び
建
設
発
生
木
材
の
再
資
源
化
率
を
い
ず
れ
も

1
0
0
%
と
す
る
。
 

・
建
築
資
材
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
有
害
物
質
等
を
含
ま
な
い
、
分
別
解
体
や
資
源
化
等
の

実
施
が
容
易
と
な
る
も
の
を
選
択
す
る
よ
う
努
め
る
等
、
可
能
な
限
り
最
終
処
分
量
を
低
減

す
る
工
夫
を
行
う
。
 

・
工
事
中
の
廃
棄

物
の
排
出
量
を
抑
制
す
る
た
め
、
廃
棄
物
の
分
別
排
出
を
徹
底
し
資
源
化
を

実
施
し
、
有
害
物
質
を
含
む
等
資
源
化
等
が
困
難
な
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
物
質
の
性
状
に

応
じ
た
適
正
な
方
法
で
処
理
を
行
う
。
 

・
再
資
源
化
等
が

困
難
な
建
設
資
材
廃
棄
物
を
最
終
処
分
す
る
場
合
は
、
安
定
型
処
分
場
で
処

分
す
べ
き
品
目
、
管
理
型
処
分
場
で
処
分
す
べ
き
品
目
を
分
別
し
て
、
適
正
に
処
理
す
る
。
 

【
予
測
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
が
環
境
影
響
の
更
な
る
回
避
・
低
減
の
た
め
の
環
境
保
全
措
置
】
 

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や
石
膏
ボ
ー
ド
等
の
特
定
建
設
資
材
以
外
の
建
設
資
材
に
つ
い
て
も
、

再
資
源
化
等
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
分
別
解
体
等
を
実
施
し
、
そ
の
再
資

源
化
等
を
実
施
す
る
。
 

 

1
.
環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
方
法
 

建
築
素
材
の
選
択
時
に
分
別
解
体
や
資
源
化
の
実
施
が
容
易
に
な
る
も
の
を
選
ぶ
等
、
可
能
な
限
り
最

終
処
分
量
を
低
減
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
で
、
廃
棄
物
の
排
出

量
及
び
最
終
処
分
量
が
で
き
る
限
り
抑
制
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
処
理
が
必
要
と
な
る

廃
棄
物
に
つ
い
て
も
、
分
別
排
出
を
徹
底
し
、
安
定
型
処
分
場
で
処
分
す
べ
き
品
目
、
管
理
型
処
分
場
で

処
分
す
べ
き
品
目
を
分
別
し
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
、
有
害
物
質
を
含
む
等
資
源
化
等
が
困
難
な
廃
棄
物

に
つ
い
て
も
物
質
の
性
状
に
応
じ
た
適
正
な
処
分
を
行
う
こ
と
等
か
ら
、
事
業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範

囲
で
、
対
象
事
業
に
係
る
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
が
実
施
さ
れ
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
環
境
保
全
措
置
の
効
果
 

環
境
保
全
措
置
に
よ
り
、
処
分
量
は
建
設
廃
棄
物
で

2
4
8
t
と
算

定
さ
れ
、
発
生
量

5
1
7
t
に
対
し

、
排

出
抑
制
効
果
は
約

5
2
%
と
な
る
。
ま
た
、
現
施
設
の
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄

に
伴
う
廃
棄
物
で

6
4
3
t
と

算
定
さ
れ
、
発
生
量
も

1
1
,
9
4
0
t
に
対
し
、
排
出
抑
制
効
果
は
約

9
5
%
と
な
る
。
更
に
、
特
定
建
設
資
材

以
外
の
建
設
資
材
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
再
資
源
化
等
を
実
施
す
る
等
の

環
境
保
全
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
が
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
廃
棄
物
の
処
分

量
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 

土 地 又 は 工 作 物 の 存 在 及 び 供 用 

供 用 時 の 廃 棄 物 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
の
稼
働
に
伴
う
廃
棄
物
の
発
生
量
は

3
,
7
3
2
t
/
年
で
、
そ
の
う

ち

焼
却
灰
が

3
,
1
1
0
t
/
年
、
焼
却
飛
灰
が

6
2
2
t
/
年
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
焼
却
灰
の

4
6
9
t
/

年
が
他
市
に
お
い
て
再
資
源
化
さ
れ
、
有
効
利
用
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

、

処
分
量
は
焼
却
灰
で

2
,
6
4
1
t
/
年
、
合
計

で
3
,
2
6
3
t
/
年
と
予
測
す
る
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
伴
う
廃
棄
物
の
発
生
量
は

1
0
,
4
9
3
t
/
年
で
、
そ
の
う

ち
容

器
包

装
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
や

空
き

び
ん

類
、

空
き

缶
類

、
金

属
類

及
び

廃
食

用
油

等

1
0
,
1
0
4
t
/
年
が
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
再
資
源
化
さ
れ
有
効
利
用
さ
れ
る
計

画

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
処
分
量
は
、
3
8
9
t
/
年
と
予
測
す
る
。
 

 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
焼
却
灰
は
、
可
能
な
限
り
他
市
の
資
源
化
施
設
に
再
資
源
化
を
委
託
し
て
有
効
利
用
し
、
最

終
処
分
場
で
埋
め
立

て
る
も
の
に
つ
い
て
も
適
正
処
分
を
行
う
。
 

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
稼
働
に
よ
り
、
有
効
利
用
が
可
能
な
廃
棄
物
の
資
源
化
を
行
い
、

処
分
量
を
抑
制
す
る

。
 

 

1
.
環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
方
法
 

新
廃

棄
物

処
理

施
設

の
稼

働
に

際
し

て
は

、
焼

却
灰

を
他

市
の

資
源

化
施

設
に

持
ち

込
ん

で
再

資
源

化
・
有
効
利
用
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
処
分
量
を
抑
制
し
て
い
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
に
よ
り
、
有
効
利
用
が
可
能
な
廃
棄
物
の
再
資
源
化
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
環
境
保
全
措
置
が
実

施
さ
れ
る
た
め
、
処
分
量
の
抑
制
を
主
体
と
し
た
廃
棄
物
の
発
生
量
の
適
正
な
処
理
の
手
法
が
採
ら
れ
て

い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
環
境
保
全
措
置
の
効
果
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
の
稼
働
に
お
い
て
は
、
発
生
量

3
,
7
3
2
t
/
年
に
対
し
、
焼
却
灰
を
再
資
源
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
処
分
量
は

3
,
2
6
3
t
/
年
と
な
り
、
排
出
抑
制
効
果
は
約

1
2
.
6
%
と
な
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ

ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
お
い
て
は
、
有
効
利
用
が
可
能
な
廃
棄
物
の
資
源
化
に
よ
り
、
発
生
量

1
0
,
4
9
3
t
/

年
に
対
し
、
処
分
量
は

3
8
9
t
/
年
と
な
り
、
排
出
抑
制
効
果
は
約

9
6
.
3
%
と
な
る
。
 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
お
い
て
は
、
焼
却
灰
の
再
資
源
化
や
有
効

利
用
が
可
能
な
廃
棄
物
の
資
源
化
と
い
っ
た
環
境
保
全
措
置
の
実
施
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
排
出
が
抑
制
さ

れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
が
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
廃
棄
物
の
処
分
量
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
 

 

残 土 

工 事 の 実 施 

工 事 の 実 施 に よ る 残 土 

新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
「
以
下
、「

新
廃
棄
物
処
理
施
設
等
」

と
す

る
）

の
建

設
工

事
に

よ
る

、
対

象
事

業
実

施
区

域
か

ら
の

発
生

土
の

量
を

4
8
,
2
4
7
.
5
m
3
、
埋
め
戻
し
量
を

2
3
,
7
2
0
.
0
m
3
、
搬
出
量
を

2
4
,
5
2
7
.
5
m
3
と
予
測
す
る
。
ま

た
、
現
施
設
の
解
体
に
お
い
て
は
、
ご
み
ピ
ッ
ト
等
の
地
下
構
造
物
跡
地
の
埋
め
戻
し

の

た
め

1
,
6
3
3
.
0
m
3
の
土
砂
が
必
要
と
な
る
。
 

な
お
、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
建
設
工
事
か
ら
、
現
施
設
の
解
体
工
事
ま
で
は

3
年

程
度
の
期
間
が
あ
り
、
残
土
の
仮
置
き
場
を
対
象
事
業
実
施
区
域
に
確
保
す
る
こ
と
が

困

難
な
こ
と
か
ら
、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
建
設
工
事
の
発
生
土
の
う
ち
埋
め
戻
し
に

利

用
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
残
土
と
し
て
他
の
工
事
現
場
で
再
利
用
を
図
る

。

ま
た
、
現
施
設
の
解
体
工
事
で
の
埋
め
戻
し
に
必
要
と
な
る
土
砂
は
、
他
の
工
事
現
場

の

残
土
を
対
象
事
業
実
施
区
域
内
に
搬
入
し
再
利
用
す
る
。
 

こ
れ
ら
の
搬
出
量
・
搬
入
量
の
収
支
か
ら
、
最
終
的
に
対
象
事
業
実
施
区
域
外
に
搬

出

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
残
土
の
量
は
、
2
2
,
8
9
4
.
5
m
3
と
予
測
す
る
。
 

【
計
画
段
階
で
配
慮
し
、
予
測
に
反
映
さ
れ
て
い
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
対
象
事
業
実
施

区
域

外
へ
残
土
を
搬
出
す
る
際
に
は
、
土
壌
の
分
析
を
行
い
汚
染
の
有
無
の

確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
汚
染
土
壌
と
し
て
関
係
法
令
に

準
拠
し
適
切
な
処
分
を
行
う
。
 

・
利

用
が
可

能
な

残
土
は

、
5
0
km

範
囲
内

の
他
の

工
事
現

場
（
本

市
発
注

工
事
優

先
）
へ

優

先
的
に
搬
出
し
、
再
利
用
す
る
（
工
事
間
利
用
調
整
）
。
 

・
埋

め
戻
し

に
必

要
と
な

る
土
砂

は
、

5
0
km

範
囲

内
の
他

の
工
事

現
場
（

本
市
発

注
工
事

優

先
）
か
ら
優
先
的
に
搬
入
し
、
再
利
用
す
る
（
工
事
間
利
用
調
整
）
。
 

・
5
0
k
m

範
囲
内
の

他
の
工

事
現
場

で
の
残

土
の
再

利
用
が

で
き
な

い
場
合

は
建
設

副
産
物

情

報
セ
ン
タ
ー
運
営
の
「
建
設
発
生
土
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
再
利
用
に
努
め
（
工

事
間

利
用

調
整
）
、

他
の
工

事
現
場

で
再
利

用
で
き

な
い
残

土
は
処

分
地
を

指
定
し

て
適
正

に
処
分
す
る
。
 

・
現
施
設
の
解
体

工
事
に
伴
い
土
砂
等
が
発
生
す
る
場
合
は
、
埋
戻
し
等
に
よ
り
可
能
な
限
り

対
象
事
業
実
施
区
域
内
で
再
利
用
を
行
い
、
残
土
の
量
を
抑
制
す
る
。
 

 

1
.
環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
方
法
 

最
終
的
に
処
分
す
る
残
土
の
量
の
抑
制
の
た
め
、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
工
事
に
伴
う
発
生
土
の
う
ち
埋
め
戻
し
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
工
事
間
利
用
調
整
等
に
よ

る
再
利
用
を
図
る
措
置
を
講
じ
る
。
ま
た
、
現
施
設
の
解
体
工
事
に
伴
い
必
要
と
な
る
土
砂
は
、
工
事
間

利
用
調
整
に
よ
り
他
の
工
事
現
場
か
ら
搬
入
し
再
利
用
を
図
る
。
加
え
て
、
解
体
工
事
で
土
砂
が
発
生
し

た
場
合
は
対
象
事
業
実
施
区
域
内
で
再
利
用
を
行
い
、
残
土
量
の
抑
制
を
図
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
事

業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
発
生
土
の
量
が
抑
制
さ
れ
る
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。

ま
た
、
処
分
が
必
要
と
な
っ
た
残
土
は
、
土
壌
の
分
析
を
行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
汚
染

土
壌
と
し
て
適
切
な
処
分
を
行
う
措
置
を
講
じ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
適
正
な

処
理
が
行
わ
れ
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

  

2
.
環
境
保
全
措
置
の
効
果
 

最
終
的
に
処
分
す
る
残
土
の
量
の
抑
制
の
た
め
、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
工
事
に
伴
う
発
生
土
の
う
ち
埋
め
戻
し
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
工
事
間
利
用
調
整
等
に
よ

る
再
利
用
を
図
る
。
ま
た
、
現
施
設
の
解
体
工
事
に
伴
い
必
要
と
な
る
土
砂
は
工
事
間
利
用
調
整
に
よ
り

他
の
工
事
現
場
か
ら
搬
入
し
再
利
用
を
図
る
。
加
え
て
、
解
体
工
事
で
土
砂
が
発
生
し
た
場
合
は
対
象
事

業
実
施
区
域
内
で
再
利
用
を
行
い
、
残
土
の
量
の
抑
制
を
図
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
最
終
的
に
対
象
事
業

実
施
区
域
外
に
搬
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
残
土
の
量
は
、
2
4
,
5
2
7
.
5
m
3
か
ら

2
2
,
8
9
4
.
5
m
3
に
抑
制
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
発
生
土
の
量
が
抑
制
さ
れ
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 



 
1
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3
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（

余
白

）
 

 



 
1
0-
3
1 

 

表
 
1
0
-
1
(
1
5
)
 
環
境
影
響
評
価
結
果
の
概
要
（
1
5
/
1
5
）
 

環
境
 

要
素
 

活
動
 

要
素
 

予
測
の
結
果
 

環
境
保
全
措
置
 

評
価
の
結
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11-1 

第11章 委託の状況 

本事業に係る環境影響評価は、以下に記載の者に委託して行った。 

 

11-1 受託者の名称及び代表者の氏名 

受託者の名称：国際航業株式会社 千葉支店 

代表者の氏名：支店長 坂井 健也 

 

11-2 受託者の主たる事務所の所在地 

千葉県千葉市美浜区中瀬 1-3（幕張テクノガーデン D棟） 
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